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越谷市地区センターを 

ご利用ください
  　　 …………… 

ダイオキシン類環境調査 
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まちのわだい、各種相談…………… 
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越谷市のホームページをご覧ください。アドレスは  http://www.city.koshigaya.saitama.jp
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ご注意ください！祝休日のごみ収集 
★ 燃えるごみ 
祝日および休日も通常どおり収集しています 

★ 燃えないごみ 
祝日および休日は収集しません 

B環境資源課蕁９６３－５３００ 
ご　み ゼロ ゼロ 

〜
産
業
の
振
興
と
雇
用
対
策
を
強
化
〜
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越
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駅
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仮
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仮
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が
 

設
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さ
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平
成
17
年
度
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
 

【産業雇用支援施設機能の特徴（将来像）】 
産業雇用支援機能の一元化によるワンストップサービスを目指します 

支援対象者→新規学卒者・求職者（世代等を問わない）・勤労者・企業・起業者、創業者等 

＊(仮称)越谷公共職業安定所の設置については、地方自治法第156条第4項の規定により国会の承認が前提となります 

支援機能 

就業支援 

情報交流支援 
ネットワーク 産業支援 

勤労者福祉支援 

［求人・求職支援の拡充］ 
仕事を探している方、働く人材を求めている企業
の方等どなたでも利用でき就職の相談や紹介、求 
人情報の提供などきめ細かな就職支援を行います。 

［障害者・高齢者等の就労支援］ 
障害者や高齢者等に配慮した多様な就業機会の確
保の促進を図ります。 

［人材育成・能力開発の推進］ 
社会の変化に適応できる勤労者の育成、能力開発
を図ります。 

［勤労者福祉の拡充］ 
勤労者の余暇活動の場を提供し福祉の向上を図り
ます。 

［産業・労働情報のワンストップサービス］ 
こしがやiiネット等を通して各種支援機関等が実
施している助成金・奨励金制度等の情報の収集・
提供を行います。 
優れた人材・技術の有効活用に努めます。 

［自主的活動の促進］ 
これからの働き方や暮らし方を考える世代間交流
の場を提供します。 
働く人を求めている企業等の交流の場を提供します。 

［創業支援の拡充］ 
SOHO（情報通信機器等を活用し、小規模な事務所
で仕事をする方等）などの創業者に対し活動の場を
提供し、雇用の創出を図るとともに、専門家（創業コ
ーディネーター）により技術支援を行います。 

［経営革新の推進］ 
経営革新や新技術・新製品等の開発促進を図るた
めの専門相談員（産業技術アドバイザー）体制の
充実に努めます。 

施設内設置が予定されるもの 
・市の執行機関 
・（仮称）越谷公共職業安定所・（社）越谷市シルバー
人材センター・（仮称）障害者就労支援センター 

その他連携が期待されるもの 
・学校・企業・商工会・男女共同参画支援センター 
・国などの各種公的支援機関・NPO等団体、グルー
プ等 

保
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サ
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ビ
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向
上
を
目
指
し

保
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サ
ー
ビ
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の
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指
し 

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し 

　
市
で
は
、
今
年
度
東
越
谷
地
内
の

旧
東
京
電
力
株
式
会
社
越
谷
営
業
所

跡
地
を
取
得
し
、
産
業
支
援
、
就
業

支
援
、
勤
労
者
福
祉
支
援
の
３
つ
の

機
能
を
柱
と
す
る
、
産
業
雇
用
支
援

施
策
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
施
設

整
備
を
進
め
ま
す
。 

　
こ
の
施
設
に
は
、
市
の
執
行
機
関

の
ほ
か
、
（
仮
称
）
越
谷
公
共
職
業

安
定
所
、
譖
越
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
、
（
仮
称
）
障
害
者
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
が
併
せ
て
設
置
さ
れ

る
予
定
で
す
。
今
後
、
関
係
機
関
等

と
連
携
を
図
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

の
利
便
性
の
向
上
を
念
頭
に
、
産
業

振
興
と
雇
用
対
策
を
併
せ
た
支
援
施

策
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
意

見
、
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
産
業

振
興
課
へ
（
メ
ー
ル
可
。
ア
ド
レ
ス

は10080500@
city.koshigaya. 

saitam
a.jp

）。 

B
産
業
振
興
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
９

２ 　
市
立
増
林
保
育
所
が
、
埼
玉
県
で

初
め
て
譖
全
国
保
育
士
養
成
協
議
会

児
童
福
祉
施
設
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三

者
評
価
機
関
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
評
価
は
、
平
成
14
年
度
か
ら

厚
生
労
働
省
が
社
会
福
祉
基
礎
構
造

改
革
の
一
環
と
し
て
導
入
し
た
も
の

で
、
保
育
所
（
園
）
・
児
童
養
護
施

設
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
、
公
正
で
中
立
な
第
三
者
機

関
が
、
専
門
的
で
客
観
的
な
立
場
か

ら
評
価
す
る
も
の
で
す
。
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
目
的
の
制
度
で
、

利
用
者
が
保
育
施
設
を
選
ぶ
と
き
、

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
十
分
に
把
握
・

理
解
し
た
う
え
で
選
択
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
事
業
者
側

も
52
項
目
の
評
価
基
準
を
点
検
す
る

こ
と
で
、
事
業
運
営
の
問
題
点
を
把

握
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
係

わ
る
取
り
組
み
を
促
進
し
て
い
く
も

の
で
す
。 

　
今
回
の
調
査
は
、
昨
年
11
月
に
①

自
己
評
価
、
②
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
、

③
評
価
調
査
チ
ー
ム
に
よ
る
訪
問
調

査
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
今
年
３
月
に
評
価
結
果
が
項
目

別
に
提
示
さ
れ
、
お
お
む
ね
高
い
評

価
を
受
け
ま
し
た
。 

　
今
後
、
評
価
さ
れ
た
内
容
を
活
用

し
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
の

た
め
役
立
て
て
い
き
ま
す
。 
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I…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せ　 掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です

広報こしがやお知らせ版　平成16年（2004年）５月号　　２

身
近
で
便
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地
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ご
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い

ご
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ン
タ
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を

越
谷
市
地
区
セ
ン
タ
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用
く
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さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い 
越
谷
市
地
区
セ
ン
タ
ー
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

４
月
に
発
足
し
た
地
区
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
拠
点
と
な
る
ほ
か
、
市
役
所
に
行

か
な
く
て
も
一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
安
心
・
快
適

な
地
域
づ
く
り
の
拠
点
を
目
指
す
も

の
で
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
地
区
セ

ン
タ
ー
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
紹

介
し
ま
す
。

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明

書
、
戸
籍
の
謄
・
抄
本
の
発
行
を
行

っ
て
い
ま
す
（
詳
し
く
は
３
面
に
掲

載
し
て
い
る
「
市
民
課
か
ら
の
お
知

ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

市
役
所
へ
提
出
す
る
簡
易
な
申
請

書
・
届
出
書
を
お
預
か
り
し
、
市
役

所
へ
回
送
し
ま
す
（
平
日
の
み
）。
午

前
中
に
お
預
か
り
し
た
文
書
は
、
そ

の
日
の
う
ち
に
各
担
当
部
署
に
届
け

ま
す
。
取
扱
い
文
書
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

回送業務取扱い文書一覧 
担当課 

国民健康保険課 
 
 
市 民 健 康 課  
障 害 福 祉 課  
 
 
 
 
 
高 齢 福 祉 課  
 
 
 
児 童 福 祉 課  
環 境 資 源 課  
 
消防本部予防課 
 
 
地域活動推進課 

申請書・届出書名 
人間ドック検査料助成金交付申請書 
胃検診助成金交付申請書 
国民健康保険保養所宿泊助成申請書 
検診等無料券発行申請書 
身体障害者更生援護申請書（ストマ用） 
全身性障害者介護人派遣事業介護券 
全身性障害者介護人派遣事業介護人請求書 
障害児（者）生活サポート事業利用者票 
知的障害者介護人派遣事業介護券 
知的障害者介護人派遣事業介護人請求書 
老人医療費支給申請書（マル老　老人医療） 
老人保健高額医療費支給申請書 
敬老祝金受給資格届出書 
シルバーカレッジ応募用紙 
児童手当現況届 
生ごみ処理機器購入費補助金交付申請書 
し尿汲取申請書 
民間防火組織補助金交付申請書 
民間防火組織現況届 
民間防火組織事業報告書 
自治会長変更届 
自治会振興交付金交付申請書 

福
祉
、
行
政
上
の
諸
問
題
、
自
治

会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
高
齢
者
の
就

業
、
子
育
て
な
ど
に
つ
い
て
定
期
的

に
相
談
活
動
を
行
い
ま
す
。
主
な
日

程
は
左
表
の
と
お
り
で
す
（
子
育
て

に
つ
い
て
の
相
談
は
10
面
に
掲
載
し

て
い
る
「
地
域
子
育
て
相
談
開
設
の

お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

＊
こ
の
ほ
か
、
市
の
施
策
や
制
度
を

担
当
の
職
員
が
説
明
す
る
出
張
講

座
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
地
域
活
動
推
進
課
ま
た
は
各

地
区
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

B
地
域
活
動
推
進
課
蕁
９
６
３
＝
９

１
５
３

４
月
19
日
、
市
役
所
議
場
で
臨

時
市
議
会
が
開
か
れ
、
市
長
提
出

の
５
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
可
決
さ
れ
た
議
案
〉

▽
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
15
年
度

る
条
例
制
定
に
つ
い
て
●
▽
越
谷

市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
●
▽

越
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

＊
税
関
係
の
条
例
改
正
の
要
旨
は

左
記
に
掲
載
し
て
い
ま
す

B
庶
務
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
３
０

越
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
））
●
▽
専
決
処
分
事
項
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平

成
15
年
度
越
谷
市
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
））
●
▽

越
谷
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

市
税
条
例
等
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

地
方
税
法
な
ど
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
市
税
条
例
な
ど
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
個
人
市
民
税

・
均
等
割
を
年
額
２
５
０
０
円
か

ら
３
０
０
０
円
に
引
き
上
げ
（
平

成
16
年
度
課
税
分
か
ら
）

・
均
等
割
の
納
税
義
務
を
負
う
夫

と
生
計
同
一
の
妻
に
対
す
る
非
課

税
措
置
を
平
成
17
年
度
課
税
分
か

ら
段
階
的
に
廃
止

・
非
課
税
限
度
額
の
見
直
し
（
平

成
16
年
度
課
税
分
か
ら
）

・
土
地
譲
渡
益
課
税
の
見
直
し

（
税
率
の
引
き
下
げ
等
…
平
成
17
年

度
課
税
分
か
ら
）

②
固
定
資
産
税

・
家
屋
の
所
有
者
以
外
の
者
が
取

り
付
け
た
附
帯
設
備
は
償
却
資
産

と
み
な
し
、
取
り
付
け
た
者
に
課

税
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
の
創

設
（
平
成
17
年
度
課
税
分
か
ら
）

B
市
民
税
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
４

４
、
資
産
税
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

４
７固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は

５
月
７
日
貊
、
軽
自
動
車
税
は
５

納
税
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す

月
10
日
豺
に
、
平
成
16
年
度
分
の

納
税
通
知
書
と
納
付
書
を
発
送
し

ま
す
。
年
税
額
、
納
期
、
各
期
別

納
付
額
を
ご
確
認
の
う
え
、
納
期

内
の
納
税
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利

用
の
方
に
は
納
税
通
知
書
の
み
を

お
送
り
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
期

別
（
月
別
）
納
付
す
る
方
は
そ
れ

ぞ
れ
の
税
目
ご
と
に
各
納
期
の
末

日
（
月
末
。
月
末
が
土
曜
・
日
曜

日
等
の
場
合
は
翌
月
初
め
）
に
、

全
期
（
全
月
）
前
納
す
る
方
は
１

年
分
を
一
括
し
て
年
度
当
初
の
納

期
の
末
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
の

口
座
か
ら
振
替
納
税
さ
れ
ま
す
。

＊
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
の
領

収
通
知
書
は
、
１
年
分
を
ま
と

め
て
来
年
３
月
末
に
お
送
り
し

ま
す
（
軽
自
動
車
税
を
除
き
ま

す
）

B
資
産
税
課
（
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
に
つ
い
て
）
蕁
９
６

３
＝
９
１
４
７
・
９
１
４
８
、
市

民
税
課
（
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
）

蕁
９
６
３
＝
９
１
４
５

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

A
５
月
２
日
豸
、
16
日
豸
、
23
日

豸
。
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
●
D

納
税
課
、
国
民
健
康
保
険
課
（
い

ず
れ
も
本
庁
舎
１
階
）

B
納
税
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
４
２
、

国
民
健
康
保
険
課
蕁
９
６
３
＝
９

１
４
３県

税
休
日
納
税
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す

A
５
月
30
日
豸
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
●
D
越
谷
県
税
事
務
所

（
市
役
所
北
隣
）

B
越
谷
県
税
事
務
所
蕁
９
６
２
＝

２
１
９
１

不
審
な
電
話
・
に
せ

税
務
職
員
に
ご
注
意
を

国
・
県
・
市
町
村
の
税
務
職
員

を
か
た
り
、
税
金
を
還
付
す
る
た

め
と
称
し
て
家
族
の
勤
務
先
の
名

称
や
電
話
番
号
な
ど
を
電
話
で
聞

き
出
そ
う
と
す
る
事
例
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
通
常
、
税
金
の
還
付

に
つ
い
て
は
す
で
に
提
出
さ
れ
た

書
類
等
に
基
づ
き
行
い
ま
す
の
で
、

改
め
て
勤
務
先
等
を
照
会
す
る
こ

と
は
基
本
的
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
た
と
き

は
、
即
答
し
な
い
で
一
度
電
話
を

切
り
、
税
務
署
や
県
税
事
務
所
、

市
町
村
の
担
当
課
に
確
認
を
し
て

く
だ
さ
い
。

B
越
谷
税
務
署
蕁
９
６
５
＝
８
１

１
１
、
越
谷
県
税
事
務
所
蕁
９
６

２
＝
２
１
９
１
、
市
役
所
市
民
税

課
・
資
産
税
課
・
納
税
課
・
国
民

健
康
保
険
課
蕁
９
６
４
＝
２
１
１

１
（
代
表
）

　いよいよ今年、埼玉県で37年ぶり
の国体が開催されます。県内各地で
繰り広げられる熱戦に先駆けて開会
式が行われます。 
　全国から集まる皆さんといっしょに、
埼玉県の若さやパワーを発信する開
会式をご覧になりませんか。たくさんの
お申込みをお待ちしています。 

【申込み方法】 
埼玉県国体総務課、越谷市国体事務局（南越谷2-13-
29）、市役所総合受付、体育課、北部・南部出張所にある
専用申込書に必要事項を記入し、郵送またはファクスで埼
玉県国体総務課へ。国体ホームページ（アドレスは、
http://www.pref.saitama.jp/kokutai/home.htm）からも
申込みできます（申込み多数の場合は抽せん）。 
J埼玉県国体総務課（彩の国まごころ国体実行委員会事務局） 
　蕁048-830-7346、FAX048-823-3086

～開会式入場券の申込み受付開始～ 

9月10日貊、 
14：45開場予定 日　時 

夏季大会 秋季大会 

会　場 

入場 
　料金 

申込み 
期　間 

川口総合文化センター 
・リリア 

入場無料 
＊ただし、入場整理券 
（要申込み）が必要です 

5月6日貅～7月2日貊 
【消印有効】 

5月6日貅～7月19日豺 
【消印有効】 

熊谷スポーツ文化公園 
陸上競技場 

メインスタンド 
　　　　　　　1,200円 
メインフィールド内 
　　　　　　　 600円 
サイド・バックスタンド 
　　　　　　　 850円 
サイド・バックフィール 
ド内　　　　　 400円 

10月23日貍、 
　9：00開門予定 

●夏季大会（９月１１日～１４日）  
サッカー競技（成年女子）…しらこばと運動公園
　　　　　　　　　　　　　競技場・第2競技場 

●秋季大会（１０月２３日～２８日）  
軟式野球競技（成年）…市民球場 
バレーボール競技（成年男子6人制）…総合体育館 
J越谷市国体事務局蕁961-2004

越谷市開催競技 越谷市開催競技 （入場無料） 

行政相談日程表 

＊時間はいずれも13：00～15：00

会　場 

新　方 

北越谷 

大相模 

蒲　生 

会　場 

荻　島 

大　沢 

川　柳 

南越谷 

５／14 
（金） 

６／11 
（金） 

日　時 日　時 

高齢者就業相談日程表 

＊時間はいずれも9：30～11：00 
＊7/6は北越谷地区の方もご利用いただけます 
※事前にシルバー人材センター 
　（蕁977-3711）に申込みが必要です 

６／８ 
（火） 

７／６ 
（火） 

５／18 
（火）から 

６／15 
（火）から 

会　場 

南越谷 

大　沢 

日　時 申込み（※） 

福祉相談日程表 

＊時間はいずれも10：00～15：00

会 　 場  

桜 　 井  

新 　 方  

増 　 林  

大 　 袋  

蒲 　 生  

大 　 沢  

北 越 谷  

南 越 谷  

　５月 

21（金） 

18（火） 

 

25（火） 

 

26（水） 

11（火） 

18（火） 

　６月 

18（金） 

15（火） 

16（水） 

22（火） 

17（木） 

23（水） 

１（火） 

15（火） 

臨
時
市
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た

☆
証
明
書
発
行
業
務

☆
文
書
回
送
業
務

☆
各
種
相
談
業
務



３ 広報こしがやお知らせ版　平成16年（2004年）５月号
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ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類 

　
環
境
調
査
結
果
を 

　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類 

　
環
境
調
査
結
果
を

　
環
境
調
査
結
果
を 

　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類 

　
環
境
調
査
結
果
を 

　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す 

平　成 
15年度 
平　成 
15年度 

市
で
は
、
一
般
環
境
中
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
の
汚
染
状
態
を
総
合
的
に

把
握
す
る
た
め
環
境
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
平
成
15
年
度

の
市
内
に
お
け
る
大
気
、
河
川
水

質
・
底
質
、
地
下
水
、
土
壌
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
環
境
調
査
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
大
気
（
表
１
参
照
）
…
大
気
に
つ

い
て
市
役
所
屋
上
で
調
査
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
結
果
は
年
間
平
均
値
が

０
・
10
ピ
コ
グ
ラ
ム
（
１
ピ
コ
グ
ラ

ム
は
１
兆
分
の
１
グ
ラ
ム
）
で
、
環

境
省
の
定
め
た
環
境
基
準
以
下
と
な

り
ま
し
た
。
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の

調
査
結
果
も
環
境
基
準
を
下
回
っ
て

い
ま
し
た
。

▽
河
川
水
質（
表
２
参
照
）…
市
内
の

代
表
的
な
河
川
の
水
質
に
つ
い
て
調

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
元
荒
川
の

中
島
橋
を
除
く
調
査
地
点
で
環
境
基

準
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

▽
河
川
底
質
（
表
３
参
照
）
…
市
内

の
代
表
的
な
河
川
の
底
質
に
つ
い
て

調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
結
果
は

１
・
６
〜
11
ピ
コ
グ
ラ
ム
で
、
全
て

の
調
査
地
点
で
環
境
基
準
を
大
幅
に

下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

▽
地
下
水
（
表
４
参
照
）
…
市
内
１

地
点
で
調
査
を
実
施
し
、
環
境
基
準

を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

▽
土
壌
（
表
５
参
照
）
…
市
内
４
地

点
で
調
査
を
実
施
し
、
全
て
の
調
査

地
点
で
環
境
基
準
を
大
幅
に
下
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
測
定
結
果
で
は
、
河
川
水

質
の
う
ち
新
方
川
、
綾
瀬
川
、
大
落

古
利
根
川
で
環
境
基
準
を
上
回
っ
て

い
ま
し
た
。
市
で
は
、
今
後
も
引
き

続
き
一
般
環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
監
視
）
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
情
報
の
収
集
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

B
環
境
保
全
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
８

６

表１・大気 （単位：pg-TEQ/立方メートル） 

＊測定は「ダイオキシン類に係る大気環境調査マニュアル」（平成13年８
　月環境省環境管理局大気環境課）に準拠 

調査年月日 
Ｈ15.5／8～15 

（春季） 
Ｈ15.7／31～8.7 

（夏季） 
Ｈ15.10／23～30 

（秋季） 
Ｈ16.1／22～29 

（冬季） 
 

調査地点 
市役所 

第二庁舎屋上 

〃  

〃
 
 

〃 

調査結果 

0.098  

0.066 

0.11 

0.13 

0.10

環境基準 

年間平均で
0.6pg-TEQ/立
方メートル 
以下 

年 間 平 均 値 

表２・河川水質 （単位：pg-TEQ/L） 

＊測定は「日本工業規格Ｋ0312（1999）」に準拠 
※調査日はＨ15.10/9

環境基準 年平均 

千 間 橋  
白 鷺 橋  
昭 和 橋  
綾瀬川橋 
ふれあい橋 
中 島 橋  

3.5 
2.1 
2.5 
4.1 
－ 
－ 

1.8  
2.6  
1.4（※） 
1.3  
1.7  
0.91

2.7 
2.4 
2.0 
2.7 
1.7 
0.91

 
新 方 川  
 
綾 瀬 川  
大落古利根川 
元 荒 川  

年間 
平均で 
1.0pg- 
TEQ/L 
以下 

Ｈ15.10／8Ｈ15.7／9
調査地点 

調査年月日 

表３・河川底質 （単位：pg-TEQ/g） 

＊測定は「ダイオキシン類に係る底質調査測定マニュアル」
（平成12年３月環境庁水質保全局水質管理課）に準拠 
※調査日はＨ15.10/9

環境基準 

千 間 橋  

白 鷺 橋  

昭 和 橋  

綾瀬川橋 

ふれあい橋 

中 島 橋  

8.6 

11.0 

5.7 

3.6 

2.9 

1.6

 

新 方 川  

 

綾 瀬 川  

大落古利根川 

元 荒 川  

Ｈ15.10／8
調査地点 

調査年月日 

（※） 150pg-TE 
Q/g以下 

表４・地下水 （単位：pg-TEQ/L） 

＊測定は「日本工業規格Ｋ0312（1999）」および「平成
　12年４月26日付け環水企第231号の通知」に準拠 

環境基準 調　査 
年月日 

調査地点 調　査 
結　果 

Ｈ16. 
1／15 川柳町二丁目 0.019 1.0pg-TE 

Q/L以下 

表５・土壌 （単位：pg-TEQ/g） 

＊測定は「ダイオキシン類に係る土壌調査測定マニュアル」
（平成12年１月環境庁）に準拠 

環境基準 

7.5  

0.21 

4.7  

1.4

千間台第五公園 

花田第一公園 

宮 本 公 園  

南部第五公園 

調査結果 調査地点 調　査 
年月日 

Ｈ16. 
1／14

1,000pg- 
TEQ/g以下 

市
で
は
、
４
月
１
日
付
で
人
事
異

動
が
あ
り
ま
し
た
。
主
な
異
動
は
次

の
と
お
り
で
す
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
職

名
）。

▽
児
童
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長

（
監
査
委
員
事
務
局
長
）
大
澤
秀
夫
●

▽
建
設
部
長
（
環
境
経
済
部
次
長
）

齊
藤
峰
雄
●
▽
都
市
整
備
部
長
（
建

設
部
長
）
小
野
坂
滋
●
▽
市
立
病
院

診
療
部
診
療
部
門
内
科
部
長
（
新
採

用
）
福
井
光
峰
●
▽
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
部
長
（
児
童
福
祉
部
長
兼
福

祉
事
務
所
長
）
石
川
厚
生
●
▽
監
査

委
員
事
務
局
長
（
建
設
部
次
長
）
大

橋
敏
夫
●
▽
越
谷
市
土
地
開
発
公
社

事
務
局
長
（
越
谷
市
施
設
管
理
公
社

事
務
局
長
）
今
井
伸
彦
●
▽
越
谷
市

施
設
管
理
公
社
事
務
局
長
（
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
部
長
）
川
上
金
蔵

●
▽
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
事
務
局

参
事
（
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
事
務

局
副
参
事
兼
計
画
課
長
）
九
法
桂
二

▽
企
画
部
副
参
事
兼
人
権
推
進
課
長

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
社
会
教
育

課
長
）
那
倉
保
夫
●
▽
総
務
部
次
長

兼
人
事
課
長
（
企
画
部
副
参
事
兼
財

政
課
長
）
福
岡
章
●
▽
総
務
部
副
参

事
兼
庶
務
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
次
長
（
総
務
部
庶
務
課
長
兼

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次
長
）
青

山
雅
彦
●
▽
税
務
部
副
参
事
兼
納
税

課
長
（
税
務
部
納
税
課
長
）
桑
原
一

男
●
▽
健
康
福
祉
部
次
長
兼
社
会
福

祉
課
長
兼
福
祉
事
務
所
次
長
（
健
康

福
祉
部
社
会
福
祉
課
長
）
金
子
浩
二

●
▽
健
康
福
祉
部
副
参
事
・
社
会
福

祉
協
議
会
へ
派
遣
（
市
立
病
院
事
務

部
次
長
）
小
野
沢
康
則
●
▽
児
童
福

祉
部
副
参
事
兼
保
育
課
長
（
児
童
福

祉
部
保
育
課
長
）
福
澤
辰
幸
●
▽
環

境
経
済
部
次
長
（
健
康
福
祉
部
次
長

兼
福
祉
事
務
所
次
長
）
遠
藤
武
夫
●

▽
環
境
経
済
部
副
参
事
兼
環
境
保
全

課
長
（
環
境
経
済
部
環
境
保
全
課
長
）

深
井
秀
夫
●
▽
建
設
部
次
長
（
環
境

経
済
部
交
通
防
災
課
長
）
大
熊
貞
夫

●
▽
都
市
整
備
部
次
長
（
都
市
整
備

部
副
参
事
兼
開
発
指
導
課
長
）
岩
瀬

務
●
▽
国
体
事
務
局
次
長
兼
総
務
企

画
課
長
（
国
体
事
務
局
総
務
企
画
課

長
）
長
野
勝
●
▽
市
立
病
院
事
務
部

次
長
（
総
務
部
副
参
事
兼
人
事
課
長
）

中
村
常
治
●
▽
議
会
事
務
局
次
長

（
議
会
事
務
局
次
長
兼
議
事
課
長
）
高

橋
光
男
●
▽
教
育
委
員
会
教
育
総
務

部
次
長
（
教
育
委
員
会
教
育
総
務
部

次
長
兼
総
務
課
長
）
豊
田
正
明
●
▽

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
次
長
（
秘

書
室
秘
書
課
長
）
川
島
衛
●
▽
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
部
副
参
事
兼
生
涯

学
習
課
長
兼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
青
少
年
セ
ン
タ
ー
所
長
（
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
部
副
参
事
兼
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
）
福
井
一
雄

〈
３
月
31
日
付
退
職
〉

▽
石
渡
博
（
都
市
整
備
部
長
）
●
▽

横
松
守
（
市
立
病
院
診
療
部
診
療
部

門
内
科
部
長
）
●
▽
淡
路
正
則
（
市

立
病
院
診
療
部
診
療
部
門
婦
人
科
部

長
）
●
▽
平
岩
友
道
（
市
立
病
院
診

療
部
中
央
診
療
部
門
手
術
室
長
）
●

▽
青
野
哲
夫
（
越
谷
市
土
地
開
発
公

社
事
務
局
長
）
●
▽
臼
井
國
之
（
企

画
部
副
参
事
兼
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
主
幹
）
●
▽
井
上
武
（
総

務
部
副
参
事
兼
管
財
課
長
）
●
▽
築

井
山
信
義
（
工
事
検
査
室
副
参
事
兼

工
事
検
査
課
長
）
●
▽
野
口
幸
雄

（
教
育
委
員
会
教
育
総
務
部
副
参
事
兼

保
健
給
食
課
長
）
●
▽
中
里
静
博

（
越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団
事
務
局
副

参
事
兼
営
業
課
長
）

市
民
課
か
ら
の 

　
　
　
お
知
ら
せ 

市
民
課
か
ら
の

市
民
課
か
ら
の 

　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
　
お
知
ら
せ 

市
民
課
か
ら
の 

　
　
　
お
知
ら
せ 

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
必
要
と
な
る
「
住

民
票
の
写
し
」
と
「
印
鑑
登
録
証

明
書
」。
こ
の
２
種
類
の
証
明
書
は
、

「
こ
し
が
や
市
民
カ
ー
ド
」
ま
た
は

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
の
交
付

を
受
け
れ
ば
、
市
役
所
に
出
向
か

な
く
て
も
平
日
の
夜
間
や
、
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
で
も
「
自
動

交
付
機
」
を
使
っ
て
手
軽
に
受
け

取
れ
ま
す
。
市
内
３
カ
所
に
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

を
受
け
る
と
、
こ
し
が
や
市
民
カ

ー
ド
と
同
様
に
自
動
交
付
機
を
利

用
で
き
る
ほ
か
、
越
谷
市
以
外
の

市
町
村
で
「
住
民
票
の
写
し
」
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

写
真
付
き
の
カ
ー
ド
は
、
公
的
な

身
分
証
明
証
と
し
て
本
人
確
認
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
で
き
る
方

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

●
申
請
場
所

市
役
所
市
民
課

●
交
付
手
数
料

１
枚
５
０
０
円

B
市
民
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
５
２

●
申
請
で
き
る
方

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
15

歳
以
上
の
方

●
申
請
場
所

市
役
所
市
民
課
、
北
部
・
南
部
出

張
所
の
３
カ
所

●
交
付
手
数
料

無
料

４
月
か
ら
、
皆
さ
ん
の
お
宅
の

身
近
に
あ
る
市
内
12
の
地
区
セ
ン

タ
ー
（
越
ケ
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
を

除
く
）
で
も
、
各
種
証
明
書
の
交

付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
取
扱
い
証
明
書

住
民
票
の
写
し
（
世
帯
全
員
、
個

人
）、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍
謄

本
（
全
部
事
項
証
明
）、
戸
籍
抄
本

（
個
人
事
項
証
明
）

●
取
扱
い
時
間

月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

＊
委
任
状
を
お
持
ち
に
な
っ
て
も
、

第
三
者
か
ら
の
請
求
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

＊
除
住
民
票
・
改
製
原
住
民
票
、

除
籍
・
改
製
原
戸
籍
の
交
付
は

で
き
ま
せ
ん

人 

事 

住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
に
つ
い
て

自
動
交
付
機
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

こ
し
が
や
市
民
カ
ー
ド

に
つ
い
て

地
区
セ
ン
タ
ー
で
も
証
明

書
を
発
行
し
て
い
ま
す

〈
部
長
職
〉

〈
次
長
職
〉

用
く
だ
さ
い
。

●
設
置
場
所

桜
井
地
区
セ
ン
タ
ー
、
南
越
谷
地

区
セ
ン
タ
ー
、
越
谷
消
防
本
庁
舎

●
利
用
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
５
時

ま
で
）

●
調
査
結
果
の
概
要

●
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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1

代表電話蕁
964-2111

利
用
利
用
す
る
す
る 

利
用
す
る 

乕
勤
労
者
住
宅
資
金

G
▽
住
宅
・
宅
地
・
マ
ン
シ
ョ
ン
購

入
（
中
古
可
）、
増
改
築
…
貸
付
限
度

額
は
１
０
０
０
万
円
。
変
動
金
利

２
・
０
６
５
謾
、
固
定
金
利
３
年

１
・
89
謾
、
５
年
２
・
49
謾
（
４
月

現
在
）。
期
間
は
30
年
以
内
。
貸
付
対

象
物
件
を
一
番
抵
当
（
公
的
住
宅
融

資
を
併
用
す
る
場
合
は
後
順
位
可
）

▽
住
宅
の
修
繕
お
よ
び
補
修
…
貸

付
限
度
額
は
３
０
０
万
円
。
変
動
金

利
２
・
０
６
５
謾
（
４
月
現
在
）。
期

間
は
15
年
以
内
。
無
担
保
　
F
①
市

内
に
住
所
の
あ
る
勤
労
者
ま
た
は
市

内
に
居
住
し
よ
う
と
す
る
勤
労
者
、

②
同
一
事
業
所
に
引
き
続
き
２
年
以

上
勤
務
し
て
い
る
方
、
③
現
居
住
地

１６
年
７
月
１
日
付
採
用

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

１６
年
７
月
１
日
付
採
用

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

１６
年
７
月
１
日
付
採
用

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

１６
年
７
月
１
日
付
採
用

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

１６
年
７
月
１
日
付
採
用

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

１６
年
７
月
１
日
付
採
用

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

１６
年
７
月
１
日
付
採
用

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

１６
年
７
月
１
日
付
採
用

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

１６
年
７
月
１
日
付
採
用

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

１６
年
７
月
１
日
付
採
用

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

１６
年
７
月
１
日
付
採
用

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

１６
年
７
月
１
日
付
採
用

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

１６
年
７
月
１
日
付
採
用

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

１６
年
７
月
１
日
付
採
用

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

１６
年
７
月
１
日
付
採
用

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

１６
年
７
月
１
日
付
採
用

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

１６
年
７
月
１
日
付
採
用

市
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

雨
水
貯
留
槽
設
置
費
等
助
成
制
度

〜
雨
水
利
用
を
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
〜

雨
水
貯
留
槽
設
置
費
等
助
成
制
度

〜
雨
水
利
用
を
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
〜

雨
水
貯
留
槽
設
置
費
等
助
成
制
度

〜
雨
水
利
用
を
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
〜

雨
水
貯
留
槽
設
置
費
等
助
成
制
度

〜
雨
水
利
用
を
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
〜

雨
水
貯
留
槽
設
置
費
等
助
成
制
度

〜
雨
水
利
用
を
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
〜

雨
水
貯
留
槽
設
置
費
等
助
成
制
度

〜
雨
水
利
用
を
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
〜

雨
水
貯
留
槽
設
置
費
等
助
成
制
度

〜
雨
水
利
用
を
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
〜

雨
水
貯
留
槽
設
置
費
等
助
成
制
度

〜
雨
水
利
用
を
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
〜

雨
水
貯
留
槽
設
置
費
等
助
成
制
度

〜
雨
水
利
用
を
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
〜

雨
水
貯
留
槽
設
置
費
等
助
成
制
度

〜
雨
水
利
用
を
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
〜

雨
水
貯
留
槽
設
置
費
等
助
成
制
度

〜
雨
水
利
用
を
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
〜

雨
水
貯
留
槽
設
置
費
等
助
成
制
度

〜
雨
水
利
用
を
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
〜

雨
水
貯
留
槽
設
置
費
等
助
成
制
度

〜
雨
水
利
用
を
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
〜

雨
水
貯
留
槽
設
置
費
等
助
成
制
度

〜
雨
水
利
用
を
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
〜

雨
水
貯
留
槽
設
置
費
等
助
成
制
度

〜
雨
水
利
用
を
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
〜

雨
水
貯
留
槽
設
置
費
等
助
成
制
度

〜
雨
水
利
用
を
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
〜

雨
水
貯
留
槽
設
置
費
等
助
成
制
度

〜
雨
水
利
用
を
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
〜

こ
れ
ま
で
の
窓
口
受
付
に
加
え
、

埼
玉
県
東
南
部
５
市
１
町
相
互
利

用
施
設
、
市
・
町
内
の
公
共
施
設

の
利
用
申
込
み
や
生
涯
学
習
講
座

の
参
加
申
込
み
が
、
８
月
１
日
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
メ
デ
ィ

ア
を
通
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

▽
事
前
登
録
が
必
要
…
６
月
１
日

か
ら
登
録
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
利
用
は
、
15
歳
以
上

（
中
学
生
を
除
く
）
の
方
か
ら
登
録

で
き
ま
す
が
、
未
成
年
の
場
合
は

保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
コ
ミ
ネ
ッ
ト
登
録
者
の
方
も

新
た
に
登
録
が
必
要
で
す
。
生
涯

学
習
講
座
の
利
用
は
、
ど
な
た
で

も
登
録
で
き
ま
す

▽
公
共
施
設
の
空
き
状
況
の
照
会
、

生
涯
学
習
講
座
の
案
内
…
登
録
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す

の
市
区
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
、
④
原
則
と
し
て
満
20
歳
〜
55
歳

の
方
、
⑤
資
金
の
返
済
能
力
が
あ
る

方
、
⑥
こ
の
資
金
に
よ
る
貸
付
を
受

け
て
い
な
い
方
　
E
５
月
18
日
貂
〜

31
日
豺
に
建
築
住
宅
課
へ

＊
い
ず
れ
も
償
還
方
法
は
元
利
均
等

の
月
賦
償
還
ま
た
は
月
賦
お
よ
び

半
年
賦
併
用
償
還
、
保
証
協
会
の

保
証
が
必
要
で
す

＊
こ
の
ほ
か
、
老
人
居
室
整
備
資
金

融
資
、
浸
水
住
宅
改
良
資
金
融
資

制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左

記
へ

B
建
築
住
宅
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
０

５乕
工
業
所
有
権
取
得
費
補
助
金

G
工
業
所
有
権
（
特
許
権
・
実
用
新

案
権
・
意
匠
権
・
商
標
権
）
の
出
願
、

審
査
請
求
、
登
録
（
初
回
分
）
に
係

る
経
費
の
一
部
（
２
分
の
１
以
内
、

上
限
10
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
　
F

市
内
中
小
企
業
者
等
の
方
　
E
対
象

経
費
支
払
い
後
30
日
以
内
に
産
業
振

興
課
で
お
配
り
し
て
い
る
必
要
書
類

に
記
入
の
う
え
左
記
へ
。
な
お
、
１

事
業
所
に
つ
き
、
年
度
内
１
回
利
用

で
き
ま
す
　
B
産
業
振
興
課
蕁
９
６

３
＝
９
１
９
２

乕
創
業
者
オ
フ
ィ
ス
家
賃
補
助
金

G
オ
フ
ィ
ス
家
賃
の
一
部
（
月
額
賃

料
の
２
分
の
１
以
内
、
上
限
３
万
円
）

を
補
助
し
ま
す
　
F
16
年
４
月
１
日

〜
17
年
３
月
31
日
に
、
新
た
に
創
業

ま
た
は
創
業
し
よ
う
と
す
る
方
（
一

部
対
象
業
種
を
除
く
）

E
産
業
振

興
課
で
お
配
り
し
て
い
る
必
要
書
類

に
記
入
の
う
え
、
５
月
31
日
豺
ま
で

に
左
記
へ
。
応
募
多
数
の
場
合
は
書

類
審
査
の
う
え
抽
せ
ん
　
B
産
業
振

興
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
９
２

乕
市
民
農
園

G
新
川
町
２
丁
目
（
４
区
画
。
１
区

画
30
平
方
誡
）。
貸
出
期
間
は
16
年
５

月
15
日
〜
17
年
３
月
31
日
（
更
新
可
）

■
F
市
内
在
住
の
方
。
ほ
か
の
市
民

農
園
・
い
き
い
き
農
園
を
ご
利
用
中

の
方
、
お
よ
び
そ
の
世
帯
の
方
は
申

し
込
み
で
き
ま
せ
ん
（
１
世
帯
１
区

画
）

H
使
用
料
１
６
０
０
円
　
E

５
月
11
日
貂
ま
で
に
往
復
は
が
き
で

農
政
課
へ
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
せ
ん
　
B
農
政
課
蕁
９
６
３
＝
９

１
９
３

乕
就
学
援
助
費

G
学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
給
食

費
、
医
療
費
（
対
象
に
な
る
病
気
は

限
ら
れ
ま
す
）、
遠
足
・
林
間
学
校
・

修
学
旅
行
等
の
費
用
　
F
経
済
的
に

お
困
り
の
小
・
中
学
生
の
保
護
者
の

方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
さ

れ
て
い
る
方
、
②
収
入
が
不
安
定
で

経
済
状
況
が
よ
く
な
い
と
教
育
委
員

会
が
認
め
た
方
　
E
５
月
31
日
豺

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
ま

で
に
保
護
者
が
直
接
、
教
育
委
員
会

学
校
課
ま
た
は
各
学
校
へ
。
15
年
度

に
引
き
続
き
、
援
助
を
希
望
す
る
場

合
も
申
請
が
必
要
で
す
。
な
お
、
６

月
以
降
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、

認
定
さ
れ
た
場
合
の
適
用
は
翌
月
か

ら
で
す
　
B
学
校
課
蕁
９
６
３
＝
９

２
８
１

乕
介
護
予
防
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し

G
国
民
健
康
保
険
中
央
会
が
作
成
し

た
介
護
予
防
ビ
デ
オ
「
転
ば
ぬ
先
の

杖
、
転
倒
予
防
」、「
高
齢
者
の
た
め

の
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」、「
水

中
運
動
で
健
康
長
寿
」
の
３
本
を
お

貸
し
し
ま
す
　
E
介
護
保
険
課
、
市

民
健
康
課
、
蒲
生
・
桜
井
・
新
方
地

区
セ
ン
タ
ー
へ
　
B
介
護
保
険
課
蕁

９
６
３
＝
９
１
６
８

▽
費
用
の
支
払
い
…
施
設
使
用
料

は
、
口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

事
前
に
施
設
に
行
か
な
く
て
も
手

続
き
が
で
き
ま
す
（
事
前
協
議
が

あ
る
施
設
を
除
く
）。
生
涯
学
習
講

座
の
受
講
料
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
窓
口
で
の
支
払
い
で
す

＊
利
用
で
き
る
施
設
や
登
録
方
法

に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
主
な
公

共
施
設
窓
口
で
お
配
り
し
て
い

る
「
埼
玉
県
東
南
部
地
域
公
共

施
設
・
生
涯
学
習
講
座
予
約
案

内
シ
ス
テ
ム
の
案
内
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い

B
企
画
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
１
２

キャンベル
タウン野鳥の森キャンベル
タウン野鳥の森キャンベル
タウン野鳥の森キャンベル
タウン野鳥の森

こどもの日イベント こどもの日イベント 

〈日　時〉５月５日豢、午前１０時～
午後３時にイベント開催
（開園は午前９時～午後４時）

〈内　容〉ポニーの乗馬コーナー、
ふれあい動物コーナーほか

〈費　用〉無料で入園できます
〈問合せ〉キャンベルタウン野鳥の森

蕁９７９－０１００

８月１日から

埼
玉
県
東
南
部
地
域
公
共
施
設
・

生
涯
学
習
講
座
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
し
ま
す

埼
玉
県
東
南
部
地
域
公
共
施
設
・

生
涯
学
習
講
座
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
し
ま
す

埼
玉
県
東
南
部
地
域
公
共
施
設
・

生
涯
学
習
講
座
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
し
ま
す

埼
玉
県
東
南
部
地
域
公
共
施
設
・

生
涯
学
習
講
座
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
し
ま
す

埼
玉
県
東
南
部
地
域
公
共
施
設
・

生
涯
学
習
講
座
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
し
ま
す

埼
玉
県
東
南
部
地
域
公
共
施
設
・

生
涯
学
習
講
座
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
し
ま
す

埼
玉
県
東
南
部
地
域
公
共
施
設
・

生
涯
学
習
講
座
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
し
ま
す

埼
玉
県
東
南
部
地
域
公
共
施
設
・

生
涯
学
習
講
座
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
し
ま
す

埼
玉
県
東
南
部
地
域
公
共
施
設
・

生
涯
学
習
講
座
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
し
ま
す

埼
玉
県
東
南
部
地
域
公
共
施
設
・

生
涯
学
習
講
座
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
し
ま
す

埼
玉
県
東
南
部
地
域
公
共
施
設
・

生
涯
学
習
講
座
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
し
ま
す

埼
玉
県
東
南
部
地
域
公
共
施
設
・

生
涯
学
習
講
座
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
し
ま
す

埼
玉
県
東
南
部
地
域
公
共
施
設
・

生
涯
学
習
講
座
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
し
ま
す

埼
玉
県
東
南
部
地
域
公
共
施
設
・

生
涯
学
習
講
座
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
し
ま
す

埼
玉
県
東
南
部
地
域
公
共
施
設
・

生
涯
学
習
講
座
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
し
ま
す

埼
玉
県
東
南
部
地
域
公
共
施
設
・

生
涯
学
習
講
座
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
し
ま
す

埼
玉
県
東
南
部
地
域
公
共
施
設
・

生
涯
学
習
講
座
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
し
ま
す

市
で
は
、
雨
水
利
用
を
促
進
す

る
た
め
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続

に
よ
り
不
用
と
な
る
浄
化
槽
を
雨

水
貯
留
槽
に
転
用
す
る
方
や
、
新

た
に
雨
水
貯
留
槽
を
設
置
す
る
方

に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

〈
助
成
金
の
交
付
対
象
施
設
の
条

件
〉

①
不
用
と
な
る
浄
化
槽
を

雨
水
貯
留
槽
に
改
造
し
、
雨
水
が

た
ま
る
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
た

ま
っ
た
雨
水
を
利
用
す
る
た
め
の

ポ
ン
プ
設
備
が
つ
い
て
い
る
。
②

市
販
の
お
お
む
ね
２
０
０
誚
以
上

の
雨
水
貯
留
槽
を
新
た
に
設
置
し
、

雨
水
が
た
ま
る
構
造
に
な
っ
て
い

て
、
た
ま
っ
た
雨
水
を
利
用
す
る

た
め
の
設
備
が
つ
い
て
い
る

〈
助
成
金
の
額
〉

①
浄
化
槽
を
雨

水
貯
留
槽
に
転
用
す
る
場
合
は
一

律
３
万
５
０
０
０
円
。
②
雨
水
貯

留
槽
を
新
設
す
る
場
合
は
、
そ
の

工
事
に
要
し
た
費
用
の
２
分
の
１

以
内
と
し
、
２
万
５
０
０
０
円
を

限
度
額
と
し
ま
す
（
１
０
０
０
円

未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
）

〈
助
成
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
〉

■
申
請
者
は
設
置
工
事
前
に
「
越

谷
市
雨
水
貯
留
槽
設
置
費
等
助
成

金
交
付
申
請
書
」
に
必
要
書
類
を

添
付
し
、
環
境
保
全
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
助
成
金
交
付
の
可

否
を
通
知
し
ま
す
。
設
置
工
事
等

完
了
後
５
日
以
内
に
「
設
置
工
事

等
完
了
確
認
申
請
書
」
と
「
助
成

金
交
付
請
求
書
」
を
環
境
保
全
課

に
提
出
し
、
現
地
確
認
を
受
け
ま

す
。
現
地
確
認
後
、
助
成
金
を
指

定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す

B
環
境
保
全
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

８
３

▽
助
産
師
、
看
護
師

３
交
替
制
勤
務
可
能
な
助
産
師
、

看
護
師
の
免
許
取
得
者
で
、
い
ず

れ
も
昭
和
40
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方

〈
募
集
人
員
〉

若
干
名

〈
試
験
日
〉

６
月
１
日
貂

〈
選
考
方
法
〉

学
科
試
験
、
作
文

試
験
、
面
接
試
験
、
適
性
検
査
、

身
体
検
査

〈
書
類
提
出
〉

５
月
24
日
豺
〜
28

日
貊
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
に
、
市
立
病
院
庶
務
課
へ
本
人

が
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
（
郵
送

不
可
）

＊
募
集
要
項
は
、
市
立
病
院
庶
務

課
、
市
役
所
人
事
課
で
お
配
り

し
て
い
ま
す

＊
こ
の
ほ
か
、
育
児
休
業
代
替
職

員
（
看
護
師
・
最
長
３
年
）、
臨

時
職
員
（
看
護
師
、
診
療
放
射

線
技
師
、
臨
床
検
査
技
師
）
の

募
集
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

B
市
立
病
院
庶
務
課
蕁
９
６
５
＝

２
２
２
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
声
の
お
た

よ
り
で
は
、
視
覚
に
障
害
が
あ
り
広

報
紙
を
読
む
こ
と
が
困
難
な
方
を
対

象
に
、
無
料
で
朗
読
テ
ー
プ
を
郵
送

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
で
は
点
字

版
広
報
（
お
知
ら
せ
版
の
抜
粋
版
の

み
）
を
作
成
郵
送
し
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
ご
利
用
に
つ
い
て
は
、
広
報

広
聴
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
声
の
お
た
よ
り
で
は
、
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
蕁
９
６

６
＝
３
２
１
１
）
へ

〈
問
合
せ
〉

広
報
広
聴
課
蕁
９
６

３
＝
９
１
１
７

広
報
こ
し
が
や 

お
知
ら
せ
版
・
季
刊
版
の 

朗
読
テ
ー
プ
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

広
報
こ
し
が
や 

お
知
ら
せ
版
・
季
刊
版
の 

朗
読
テ
ー
プ
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い 
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乕
越
谷
市
赤
十
字
奉
仕
団
員

G
募
金
運
動
、
救
急
法
講
習
会
、
施

設
見
学
研
修
な
ど
●
B
社
会
福
祉
課

蕁
９
６
３
＝
９
１
６
２
、
越
谷
市
赤

十
字
奉
仕
団
・
北
條
蕁
９
６
６
＝
３

６
５
６

乕
市
営
住
宅
入
居
者

F
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。
①

受
付
日
の
前
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て

引
き
続
き
市
内
に
継
続
し
て
１
年
以

上
お
住
ま
い
の
方
、
②
同
居
し
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
内
縁

関
係
・
婚
約
者
を
含
む
）
の
あ
る
方

（
単
身
者
入
居
資
格
の
あ
る
方
を
除

く
）、
③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方
、
④
入
居
し
よ
う

と
す
る
方
全
員
の
収
入
が
基
準
内
に

あ
る
方
●
E
５
月
10
日
豺
〜
21
日
貊

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）、
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
に
左
記
へ
。

詳
し
く
は
募
集
案
内
（
建
築
住
宅
課

で
お
配
り
し
て
い
ま
す
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
●
B
建
築
住
宅
課
蕁
９
６

３
＝
９
２
０
５

乕
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ「
夢
空
感
」

出
店
者

越
谷
市
商
工
会
で
は
中
心
市
街
地

活
性
化
事
業
の
一
環
と
し
て
、
本
町

商
店
会
内
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
「
夢
空
感
」

（
越
ヶ
谷
本
町
８
の
３
）
を
運
営
し
て

い
ま
す
。
こ
の
度
、
入
店
者
の
一
部

入
れ
替
え
に
伴
い
新
規
起
業
家
や
新

業
種
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
方
を
新

た
に
募
集
し
ま
す
。
出
店
者
に
は
経

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
自
主
的
努
力
に
よ
り
市

内
で
の
独
立
開
業
を
支
援
し
ま
す
。

〈
対
象
〉
●
物
販
（
小
売
）
や
サ
ー
ビ

ス
業
を
起
業
し
た
い
方
（
飲
食
や
食

料
品
の
販
売
は
設
備
が
な
い
た
め
原

則
不
可
）

〈
入
居
条
件
〉
●
▽
開
店
予
定
日
…
16

応
募
応
募
す
る
す
る 

応
募
す
る 

年
７
月
中
旬
●
▽
賃
借
期
間
…
６
カ

月
ご
と
契
約
更
新
（
最
長
１
年
６
カ

月
ま
で
）
●
▽
店
舗
面
積
…
約
３
坪

●
▽
家
賃
…
無
料
●
▽
共
益
費
…
月

２
万
円
程
度
●
▽
募
集
枠
…
１
区
画
　

〈
申
込
み
〉
●
５
月
25
日
貂
ま
で
に
出

店
申
込
書
（
越
谷
市
商
工
会
、
商
業

観
光
課
で
お
配
り
し
て
い
る
ほ
か
越

谷
市
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

取
得
で
き
ま
す
）
に
記
入
し
、
履
歴

書
を
添
え
て
左
記
へ
（
郵
送
可
）。
書

類
・
面
接
審
査
の
う
え
選
考
し
ま
す

B
越
谷
市
商
工
会
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
担
当
（
蕷
343
＝
０
８
１
７
中
町

７
の
17
）
蕁
９
６
６
＝
６
１
１
１

乕
埼
玉
県
食
品
表
示
調
査
員

G
小
売
店
で
の
食
品
の
表
示
調
査
、

食
品
表
示
に
関
す
る
ご
意
見
な
ど
を

伺
い
ま
す
。
活
動
期
間
は
委
嘱
日

（
６
月
中
旬
）
〜
17
年
３
月
末
日
●
F

県
内
在
住
で
食
品
の
表
示
に
関
心
の

あ
る
20
歳
以
上
の
方
50
人
（
選
考
）

●
E
５
月
６
日
貅
〜
19
日
貉（
消
印
有

効
）に
、
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月

日
・
職
業
・
官
公
庁
の
モ
ニ
タ
ー
な

ど
の
経
験
の
有
無
（
あ
る
場
合
は
具

体
的
に
）・
電
話
（
フ
ァ
ク
ス
）
番

号
・
応
募
理
由
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
記
入
し
左
記
へ
●
B
埼
玉
県
農
産

物
安
全
課
（
蕷
330
＝
９
３
０
１
さ
い

た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
の
15
の
１
）

蕁
０
４
８
＝
８
３
０
＝
４
１
１
０
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８
＝
８
３
０
＝
４
８
３

２

越
谷
都
市
計
画
道
路
の
事
業
認

可
が
公
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
認

可
図
書
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

〈
路
線
名
、
認
可
区
間
お
よ
び
延
伸

期
間
〉

３
・
４
・
16
号
神
明
下

花
田
線
お
よ
び
３
・
４
・
11
号
足

立
越
谷
線
越
ヶ
谷
五
丁
目
地
内

（
19
年
３
月
31
日
ま
で
）

〈
場
所
〉

道
路
街
路
課
（
本
庁
舎

３
階
）

B
道
路
街
路
課
蕁
９
６
３
＝
９
２

０
２

〈
縦
覧
期
間
〉

５
月
21
日
貊
〜
６

月
３
日
貅
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

〈
場
所
〉

都
市
計
画
課
（
本
庁
舎

３
階
）
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
ス
は
１
面
に
掲
載
し
て
い

ま
す
）
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す

B
都
市
計
画
課
蕁
９
６
３
＝
９
２

２
１次

の
都
市
計
画
の
図
書
が
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

①
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発

及
び
保
全
方
針
の
決
定

②
区
域
区
分
の
変
更

③
用
途
地
域
の
変
更

〈
場
所
〉

都
市
計
画
課
（
本
庁
舎

３
階
）

B
都
市
計
画
課
蕁
９
６
３
＝
９
２

２
１

ま
ご
こ
ろ
国
体

ま
ご
こ
ろ
国
体 

開
催
会
場
に
設
置
す
る

開
催
会
場
に
設
置
す
る 

木
製
ベ
ン
チ
を

木
製
ベ
ン
チ
を 

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か 

男
女
共
同
参
画 

支
援
セ
ン
タ
ー 

ほ
っ
と
越
谷
の
催
し 

事
業
所
に
関
す
る 

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

ま
ご
こ
ろ
国
体 

開
催
会
場
に
設
置
す
る 

木
製
ベ
ン
チ
を 

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か 

第
59
回
国
民
体
育
大
会
「
彩
の

国
ま
ご
こ
ろ
国
体
」
の
夏
季
・
秋

季
大
会
が
、
越
谷
で
は
３
会
場
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
全
国

か
ら
訪
れ
る
選
手
・
監
督
の
皆
さ

ん
の
休
憩
の
場
と
し
て
、
各
会
場

に
福
島
県
あ
だ
た
ら
山
で
育
っ
た

木
材
（
間
伐
材
）
を
使
用
し
た
ベ

ン
チ
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
親
子
そ
ろ
っ
て
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

A
７
月
10
日
貍
、
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
（
予
備
日
は
17
日
貍
）

D
市
内
３
カ
所
（
参
加
者
決
定
後

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
●
F
小
学

５
年
生
〜
中
学
３
年
生
と
そ
の
保

護
者
（
各
会
場
と
も
10
組
）
●
E

は
が
き
に
希
望
者
全
員
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
５
月
20
日
貅
ま
で
に
生
涯
学

習
課
生
涯
学
習
係
へ
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
せ
ん
。
結
果
は
ご

連
絡
し
ま
す

＊
協
力
は
越
谷
市
建
設
業
協
会
、越

谷
建
設
推
進
協
同
組
合
、越
谷
市

造
園
業
協
会

B
生
涯
学
習
課
蕁
９
６
３
＝
９
２

８
３

ま
ご
こ
ろ
国
体 

開
催
会
場
に
設
置
す
る 

木
製
ベ
ン
チ
を 

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か 

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画 

支
援
セ
ン
タ
ー

支
援
セ
ン
タ
ー 

ほ
っ
と
越
谷
の
催
し

ほ
っ
と
越
谷
の
催
し 

事
業
所
に
関
す
る 

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

男
女
共
同
参
画 

支
援
セ
ン
タ
ー 

ほ
っ
と
越
谷
の
催
し 

●
女
性
の
た
め
の
シ
ネ
マ
＆
ト
ー

ク
A
５
月
21
日
貊
、
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
●
G
テ
ー
マ
は
「
ビ
デ
オ

に
み
る
女
の
生
涯
Ⅷ
―
介
護
を
考

え
る
」。
講
師
は
シ
ネ
マ
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
小
野
由
理
さ
ん
●
F
30

人
（
申
込
み
順
）
●
H
無
料

●
男
女
共
同
参
画
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

A
５
月
27
日
貅
、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
●
G
テ
ー
マ
は
「
男

女
共
同
参
画
っ
て
な
に
？
・
自
分

ら
し
く
生
き
る
」
●
F
男
女
20
人

（
申
込
み
順
）
●
H
無
料
　

＊
い
ず
れ
も
会
場
は
男
女
共
同
参

画
支
援
セ
ン
タ
ー
。
申
込
み
は

電
話
で
左
記
へ

B
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
９
７
０
＝
７
４
１
１
（
月
曜
休

館
）

ま
ご
こ
ろ
国
体 

開
催
会
場
に
設
置
す
る 

木
製
ベ
ン
チ
を 

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か 

男
女
共
同
参
画 

支
援
セ
ン
タ
ー 

ほ
っ
と
越
谷
の
催
し 

事
業
所
に
関
す
る

事
業
所
に
関
す
る 

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

事
業
所
に
関
す
る 

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

総
務
省
と
経
済
産
業
省
で
は
、

６
月
１
日
貂
に
「
事
業
所
・
企
業

統
計
調
査
」「
商
業
統
計
調
査
」

「
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
」
の
３
つ

の
調
査
を
、
１
枚
の
調
査
票
で
同

時
に
行
い
ま
す
。
全
国
の
す
べ
て

の
事
業
所
が
対
象
で
す
。
こ
の
調

査
は
、
統
計
法
に
基
づ
い
て
実
施

さ
れ
る
国
の
重
要
な
調
査
で
、
提

出
さ
れ
た
調
査
票
は
統
計
上
の
目

的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

５
月
下
旬
か
ら
、
統
計
調
査
員

が
各
事
業
所
に
調
査
票
の
記
入
の

依
頼
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

B
事
務
管
理
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

２
１

そ
の
他 

そ
の
他 

乕
越
谷
駅
東
口
の
再
開
発
事
業
の
再

評
価
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

G
市
で
は
、
越
谷
駅
東
口
の
再
開
発

事
業
の
再
評
価
を
実
施
し
た
結
果
、

そ
の
対
応
方
針
を
継
続
と
決
定
し
ま

し
た
●
B
再
開
発
課
蕁
９
６
３
＝
９

２
３
３

乕
越
谷
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

会
の
傍
聴

A
５
月
17
日
豺
、
午
前
10
時
か
ら
●

D
中
央
市
民
会
館
第
13
・
14
会
議
室

●
F
10
人
（
先
着
順
）
●
E
当
日
午

前
９
時
30
分
〜
10
時
に
直
接
会
場
へ

●
B
環
境
資
源
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

８
０

乕
越
谷
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
の

傍
聴

A
５
月
17
日
豺
、
午
後
２
時
か
ら
●

D
市
役
所
本
庁
舎
５
階
第
１
委
員
会

室
●
F
20
人
（
抽
せ
ん
）
●
E
当
日
、

午
後
１
時
45
分
ま
で
に
直
接
会
場
へ

●
B
介
護
保
険
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

６
８

乕
越
谷
市
民
プ
ー
ル
臨
時
休
館
の
お

知
ら
せ

A
D
▽
プ
ー
ル
…
５
月
９
日
豸
の
第

４
部
（
午
後
７
時
〜
９
時
30
分
）、
11

日
貂
〜
16
日
豸
、
18
日
貂
の
第
１
部

（
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
）。
18
日
貂

の
第
２
部
（
午
後
１
時
〜
３
時
30
分
）

か
ら
利
用
で
き
ま
す
●
▽
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
…
９
日
豸
、
午
後
７
時

か
ら
。
11
日
貂
か
ら
利
用
で
き
ま
す

が
、
16
日
豸
ま
で
シ
ャ
ワ
ー
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
●
B
越
谷
市
民
プ
ー
ル

蕁
９
９
２
＝
６
６
０
２
（
月
曜
休
館
）

乕
市
民
温
水
プ
ー
ル
（
草
加
市
柿
木

町
）
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

A
６
月
１
日
貂
、
正
午
〜
午
後
５
時
。

２
日
貉
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

そ
の
ほ
か
の
時
間
は
通
常
ど
お
り
利

用
で
き
ま
す
●
B
市
民
温
水
プ
ー
ル

蕁
９
３
６
＝
６
８
２
４

乕
5
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す

G
５
月
１
日
貍
〜
31
日
豺
は
、「
赤
十

字
社
員
増
強
運
動
」
が
全
国
一
斉
に

展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
社
員

の
加
入
促
進
と
拡
大
を
図
り
、
地
域

福
祉
の
進
展
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

運
動
で
集
ま
っ
た
社
費
や
寄
付
金
等

で
、
災
害
救
護
、
血
液
事
業
の
促
進
、

各
講
習
会
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
火
災
等
で
被
災
し
た

方
へ
の
見
舞
金
や
寝
具
な
ど
の
支
給

も
行
っ
て
い
ま
す
。
期
間
中
、
自
治

会
役
員
が
ご
家
庭
に
伺
い
ま
す
の
で

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
自
治
会
未
加
入

の
方
の
協
力
も
お
願
い
し
ま
す
●
B

社
会
福
祉
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
６
２

乕
5
月
1
日
〜
7
月
31
日
は
暴
力

行
為
根
絶
強
化
期
間
で
す

G
越
谷
市
青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議

会
で
は
、
こ
の
期
間
、
街
頭
指
導
パ

ト
ロ
ー
ル
活
動
に
努
め
、
暴
力
行
為

の
根
絶
に
取
り
組
み
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
、
地
域
の
公
園
や
路
上

で
の
生
徒
同
士
の
暴
力
行
為
な
ど
の

未
然
防
止
・
発
見
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
暴
力
行
為
な
ど
を
発
見
し
た
場

合
は
、
警
察
署
や
交
番
、
最
寄
り
の

学
校
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
●
B
青
少

年
セ
ン
タ
ー
蕁
９
６
３
＝
９
３
０
８

乕
6
月
1
日
〜
10
日
は
電
波
利
用

保
護
旬
間
で
す

G
総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
〜
10
日

を
「
電
波
利
用
保
護
旬
間
」
と
し
て
、

市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
電
波
の
利

用
を
保
護
す
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

社
会
生
活
を
脅
か
す
不
法
な
電
波
を

な
く
す
た
め
、
電
波
は
ル
ー
ル
を
守

り
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
●
B
総
務

省
関
東
総
合
通
信
局
（
不
法
無
線
局

に
よ
る
混
信
・
妨
害
に
つ
い
て
蕁
03
＝

５
５
６
２
＝
７
５
５
５
、
電
話
機
・

各
種
電
子
機
器
へ
の
不
要
電
波
障
害

に
つ
い
て
蕁
03
＝
５
５
６
２
＝
７
５

５
７
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障

害
に
つ
い
て
蕁
03
＝
３
２
４
３
＝
８

６
９
７
）

縦
　
　覧 

都
市
計
画
道
路
の

事
業
認
可
図
書

越
谷
し
ら
こ
ば
と

・
北
越
谷
駅
東
口

地
区
計
画
原
案

都
市
計
画
の
図
書



７ 広報こしがやお知らせ版　平成16年（2004年）５月号 広報こしがやお知らせ版　平成16年（2004年）５月号　　６

掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です　 掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です　I…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せ

越谷市役
所 

蕷343-8501
 越ヶ谷4-2-

1

代表電話蕁
964-2111

催 し ご 
案 
内 

参
加
す
る

乕
第
１６
回
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
講
習
会

A
６
月
20
日
豸
、
午
前
９
時
30
分
〜

正
午
■
D
川
柳
公
園
野
球
場
（
雨
天

の
場
合
は
、
南
体
育
館
）
■
G
タ
ー

ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
■
F
原
則

市
内
在
住
の
方
１
０
０
人
（
申
込
み

順
）
■
H
５
０
０
円
■
E
６
月
11
日

貊
ま
で
に
直
接
左
記
へ
■
B
体
育
課

蕁
９
６
３
＝
９
２
８
４
、
越
谷
市
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
蕁
９
６
２
＝

１
５
１
６

乕
障
害
者
の
日
記
念
事
業
・
第
２４
回

ふ
れ
あ
い
の
日

A
６
月
６
日
豸
、
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
■
D
中
央
市
民
会
館
■
G
福
祉

団
体
の
発
表
、
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
、

車
い
す
無
料
点
検
、
総
合
技
術
高
校

音
楽
部
・
消
防
音
楽
隊
屋
外
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
テ
オ
リ

ア
公
演
は
座
席
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
入
場
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
■
B
こ
ば
と
館
蕁
９
６
６
＝
６

６
３
３

乕
市
政
移
動
教
室

A
D
５
月
31
日
豺
…
宮
内
庁
埼
玉
鴨

場
、
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、
大
聖
寺

ほ
か
。
午
前
９
時
30
分
市
役
所
集
合

■
F
市
内
在
住
の
方
40
人
（
抽
せ
ん
）

■
H
無
料
■
E
は
が
き
に
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
５
月
10
日
豺

（
必
着
）
ま
で
に
左
記
へ
■
B
広
報
広

聴
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
１
７

乕
第
１２
回
越
ケ
谷
新
町
・
本
町
商
店

会
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

A
６
月
６
日
豸
、
午
前
９
時
〜
午
後

２
時
（
雨
天
中
止
）
■
D
県
道
越
谷

流
山
線
の
旧
あ
さ
ひ
銀
行
越
谷
支
店

跡
か
ら
野
崎
ビ
ル
前
ま
で
の
区
間
■

G
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
地
場
産
野

菜
の
朝
市
、
太
郎
兵
衛
も
ち
の
販
売
、

金
魚
す
く
い
、
ミ
ニ
動
物
園
、
越
ヶ

谷
小
に
よ
る
催
し
物
、
越
谷
太
鼓
社

中
の
演
奏
、
屋
形
船
ご
招
待
抽
せ
ん

会
の
応
募
受
付
な
ど
■
B
越
谷
市
商

工
会
蕁
９
６
６
＝
６
１
１
１
。

乕
梅
の
実
収
穫
体
験

A
６
月
10
日
貅
。
①
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
、
②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
D
越
谷
梅
林
公
園
■
F
各
１
５
０

人
（
抽
せ
ん
）
■
E
５
月
24
日
豺

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
午
前

ま
た
は
午
後
の
希
望
を
記
入
し
て
左

記
へ
。
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
■

B
公
園
緑
地
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
２

５乕
親
子
ふ
れ
あ
い
講
座
「
親
子
ウ
ィ

ー
ク
エ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
ラ
ン

ラ
ン
ド
」

A
５
月
30
日
豸
か
ら
（
全
６
回
）
■

D
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
■
G
親

子
で
の
キ
ャ
ン
プ
、
野
外
活
動
な
ど

■
F
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
児

童
と
保
護
者
の
方
25
組
80
人
（
申
込

み
順
）
■
H
実
費
負
担
■
E
５
月
11

日
貂
、
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
左
記

へ
■
B
青
少
年
セ
ン
タ
ー
蕁
９
６

３
＝
９
３
０
８

乕
外
国
人
の
た
め
の
「
に
ほ
ん
ご
ひ

ろ
ば
」

A
５
月
13
日
〜
７
月
15
日
の
毎
週
木

曜
日
、
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
■
D

中
央
市
民
会
館
会
議
室
■
F
日
本
語

を
学
び
た
い
外
国
人
の
方
■
H
無
料

■
E
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接

左
記
へ

＊
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
随

時
募
集
し
て
い
ま
す

B
越
谷
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
秘
書
課
内
）
蕁
９
６
３
＝
９
１
１
４
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
６
５
＝
０
９
４
３

乕
地
球
環
境
を
考
え
る
体
験
ツ
ア
ー

A
６
月
10
日
貅
、
午
前
８
時
30
分
市

役
所
集
合
（
市
の
バ
ス
で
移
動
）。
解

散
は
午
後
４
時
30
分
ご
ろ
■
D
日
本

科
学
未
来
館
（
江
東
区
）
■
F
市
内

在
住
の
方
30
人
（
申
込
み
順
）
■
H

４
８
６
円
■
C
昼
食
■
E
５
月
12
日

貉
、
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
左
記
へ

■
B
環
境
保
全
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

８
３

乕
自
然
観
察
会

A
５
月
22
日
貍
、
午
前
９
時
〜
11
時

（
小
雨
決
行
）
■
D
鐚
西
用
水
周
辺
か

ら
越
ヶ
谷
久
伊
豆
神
社
（
集
合
は
市

役
所
南
側
駐
車
場
）
■
C
観
察
に
必

要
な
も
の
、
汚
れ
て
も
良
い
服
装
■

H
無
料
　
■
B
環
境
保
全
課
蕁
９
６

３
＝
９
１
８
３

学
ぶ

乕
赤
十
字
救
急
法
講
習
会
（
救
急
員

養
成
課
程
）

A
７
月
３
日
貍
、
４
日
豸
、
10
日
貍
、

11
日
豸
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

全
４
回
■
D
中
央
市
民
会
館
第
４
〜

６
会
議
室
■
G
主
催
は
越
谷
市
赤
十

字
奉
仕
団
。
指
導
者
は
日
本
赤
十
字

社
救
急
法
指
導
員
。
全
日
程
出
席
し

た
方
に
は
、
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県

支
部
か
ら
受
講
証
を
交
付
し
、
検
定

成
績
優
秀
者
に
は
救
急
法
救
急
員
認

定
証
を
交
付
し
ま
す
■
F
満
15
歳
以

上
で
、
全
日
程
出
席
で
き
る
方
20
人

（
抽
せ
ん
）
■
H
３
０
０
０
円
■
E
６

月
３
日
貅
（
必
着
）
ま
で
に
は
が
き

に
「
救
急
法
講
習
会
参
加
希
望
」
と

記
入
し
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
生
年
月
日
・
職
業
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
社
会
福
祉
課
へ
。

受
講
が
決
定
し
た
方
に
は
、
受
講
案

内
を
お
送
り
し
ま
す
　
B
社
会
福
祉

課
蕁
９
６
３
＝
９
１
６
２

乕
若
年
者
プ
レ
訓
練
「
自
分
発
見
セ

ミ
ナ
ー
」

A
５
月
12
日
貉
〜
14
日
貊
、
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
■
D
中
央

市
民
会
館
第
３
会
議
室
■
G
雇
用
情

勢
と
企
業
が
求
め
る
人
材
像
、
自
己

分
析
・
職
業
理
解
、
履
歴
書
の
書
き

方
、
面
接
の
受
け
方
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
な
ど
■
F
20
人
（
申
込
み
順
）、

原
則
と
し
て
訓
練
開
始
日
に
30
歳
未

満
の
求
職
者
の
方
。
申
込
者
が
少
な

い
場
合
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

■
H
無
料
■
B
雇
用
・
能
力
開
発
機

構
埼
玉
セ
ン
タ
ー
蕁
０
４
８
＝
８
３

８
＝
７
７
４
８

乕
精
神
保
健
福
祉
講
演
会

A
５
月
22
日
貍
、
午
後
１
時
〜
４
時

■
D
中
央
市
民
会
館
第
４
〜
６
会
議

室
■
G
障
害
者
認
定
基
準
の
一
部
改

正
と
生
活
保
護
の
課
題
に
つ
い
て
。

講
師
は
譛
全
国
精
神
障
害
者
家
族
会

連
合
会
相
談
室
長
の
良
田

よ
し
だ

か
お
り
さ

ん
■
F
１
２
０
人
（
先
着
順
）
■
H

無
料
■
E
当
日
午
後
０
時
40
分
か
ら

直
接
会
場
へ
。
越
谷
市
ほ
か
共
催
■

B
や
ま
び
こ
家
族
会
・
今
井
蕁
９
６

５
＝
４
３
５
６
、
家
族
会
事
務
所
蕁

９
６
２
＝
６
６
４
６

乕
応
急
手
当
（
普
通
救
命
）
講
習
会

A
６
月
４
日
貊
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
■
D
越
谷
市
消
防
本
庁
舎

（
公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
）
■
G
心
肺
そ
せ
い
法
ほ
か
■
F

市
内
在
住
・
在
勤
の
15
歳
以
上
の
方

30
人
（
申
込
み
順
）
■
H
無
料
■
E

５
月
24
日
豺
ま
で
に
左
記
へ
■
B
越

谷
市
消
防
署
蕁
９
７
４
＝
０
１
３
６

乕
商
工
会
珠
算
検
定
試
験

A
６
月
20
日
豸
、
午
前
９
時
30
分
か

ら
■
D
越
谷
産
業
会
館
（
中
町
）
■

H
受
験
料
１
級
２
０
４
０
円
、
２
級

１
５
３
０
円
、
３
級
１
３
３
０
円
、

４
〜
６
級
９
２
０
円
、
７
〜
10
級
７

１
０
円
■
E
５
月
21
日
貊
ま
で
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
に
受

験
料
を
添
え
て
左
記
へ
。
１
級
受
験

者
は
４
・
５
詢
×
３
・
５
詢
の
写
真

が
必
要
で
す
■
B
越
谷
市
商
工
会
蕁

９
６
６
＝
６
１
１
１

乕
乙
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習

会
G
飲
食
店
や
店
舗
な
ど
で
延
べ
面
積

３
０
０
平
方
誡
未
満
、
工
場
や
事
務

所
な
ど
で
延
べ
面
積
５
０
０
平
方
誡

未
満
、
建
物
の
テ
ナ
ン
ト
の
う
ち
飲

食
店
や
店
舗
な
ど
で
収
容
人
員
が
30

人
未
満
、
事
務
所
や
塾
な
ど
で
収
容

人
員
が
50
人
未
満
の
防
火
管
理
が
で

き
る
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
■
A
５

月
19
日
貉
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

５
時
■
D
越
谷
市
消
防
本
庁
舎
（
公

共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

■
F
１
０
０
人
（
申
込
み
順
）
■
H

３
５
０
０
円
■
E
５
月
12
日
貉
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
ま
で

に
、
参
加
費
、
写
真
１
枚
（
３
詢
×

４
詢
）
を
お
持
ち
の
う
え
消
防
本
部

予
防
課
へ
。
申
込
書
は
各
分
署
で
お

配
り
し
て
い
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
■
B

消
防
本
部
予
防
課
蕁
９
７
４
＝
０
１

０
３

乕
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

(

乙
種
第
４
類)

①
A
６
月
16
日
貉
、
17
日
貅
■
D
春

日
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
■
E
５
月
10
日

豺
〜
６
月
８
日
貂
（
土
曜
・
日
曜
日

を
除
く
）

②
A
６
月
19
日
貍
、
20

日
豸
■
D
川
越
福
祉
セ
ン
タ
ー
■
E

５
月
10
日
豺
〜
６
月
11
日
貊
（
土

曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
■
③
A
６
月

26
日
貍
、
27
日
豸
■
D
深
谷
市
産
業

会
館
■
E
５
月
17
日
豺
〜
６
月
18
日

貊
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）。
い
ず

れ
も
H
一
般
６
７
０
０
円
、
越
谷
市

防
火
安
全
協
会
会
員
５
７
０
０
円
。

テ
キ
ス
ト
代
別
途
（
申
込
み
順
）
■

E
B
消
防
本
部
予
防
課
蕁
９
７
４
＝

０
１
０
３

乕
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

F
A
D
①
給
油
取
扱
所
、
容
器
詰
替

の
一
般
取
扱
所
の
従
事
者
…
６
月

15
日
貂
（
熊
谷
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

文
化
会
館
）、
22
日
貂
（
春
日
部
福
祉

セ
ン
タ
ー
）、
23
日
貉
（
川
越
西
文
化

会
館
）、
24
日
貅
（
さ
い
た
ま
市
文
化

セ
ン
タ
ー
）。
②
①
以
外
の
施
設
に
従

事
し
て
い
る
方
…
６
月
28
日
豺
（
熊

谷
市
勤
労
会
館
）、
７
月
６
日
貂
（
久

喜
総
合
文
化
会
館
）、
７
日
貉
（
川
越

福
祉
セ
ン
タ
ー
）、
14
日
貉
（
さ
い
た

ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー
）、
15
日
貅
（
熊

谷
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
会
館
）、

21
日
貉
（
サ
ン
シ
テ
ィ
）、
28
日
貉

（
川
越
西
文
化
会
館
）、
29
日
貅
（
春

日
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
）、
30
日
貊
（
さ

い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や
）。
い
ず

れ
も
申
込
み
順
■
H
４
７
０
０
円

（
県
収
入
証
紙
）
■
E
５
月
10
日
豺
〜

25
日
貂
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

に
左
記
へ
■
B
消
防
本
部
予
防
課
蕁

９
７
４
＝
０
１
０
３

乕
手
話
講
習
会
初
級
編

A
５
月
14
日
〜
10
月
22
日
の
毎
週
金

曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午
。
全
23
回

■
D
こ
ば
と
館
■
F
市
内
在
住
・
在

勤
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
手
話
講
習
会
入
門
編
を
２
年
以
内

に
修
了
し
た
方
、
②
手
話
の
技
術
お

よ
び
知
識
を
有
す
る
方
（
①
と
同
程

度
）、
③
過
去
に
初
級
編
を
受
講
し
た

事
の
な
い
方
で
①
②
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
■
E
５
月
９
日
豸
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
講

座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
①
の
該

当
者
は
修
了
し
た
講
座
名
と
年
度
、

②
の
該
当
者
は
学
習
歴
を
簡
潔
に
記

入
し
左
記
へ
■
B
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
こ
ば
と
館
（
蕷
343
＝
０
８
１
３

越
ヶ
谷
４
の
１
の
１
）
蕁
９
６
６
＝

６
６
３
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
６
６
＝
４
５

１
５

乕
手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会

A
G
６
月
12
日
〜
18
年
１
月
の
２
年

コ
ー
ス
、
全
80
回
。
前
期
は
６
月
12

日
〜
17
年
３
月
12
日
、
40
回
実
施
。

毎
週
土
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午

（
午
後
に
も
実
施
す
る
場
合
あ
り
）
■

D
こ
ば
と
館
■
F
原
則
と
し
て
市
内

在
住
・
在
勤
の
方
で
、
次
の
い
ず
れ

か
の
条
件
に
該
当
し
、
手
話
通
訳
者

を
目
指
す
方
15
人
。
①
手
話
講
習
会

初
級
編
を
修
了
し
た
方
、
②
手
話
通

訳
者
養
成
講
習
会
の
受
講
者
で
修
了

し
て
い
な
い
方
、
③
①
②
と
同
程
度

の
技
術
お
よ
び
知
識
を
有
す
る
方
■

E
５
月
９
日
豸
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
往
復
は
が
き
に
講
座
名
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
①
②
の

該
当
者
は
受
講
ま
た
は
修
了
し
た
講

座
名
と
年
度
を
記
入
、
③
の
該
当
者

は
こ
れ
ま
で
の
学
習
歴
等
を
簡
潔
に

記
入
し
左
記
へ
。
受
講
審
査
（
簡
単

な
実
技
・
面
接
）
を
５
月
29
日
貍
、

午
前
10
時
か
ら
行
い
ま
す
■
B
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ
ば
と
館
（
蕷

343
＝
０
８
１
３
越
ヶ
谷
４
の
１
の
１
）

蕁
９
６
６
＝
６
６
３
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
９

６
６
＝
４
５
１
５

乕
実
用
英
語
技
能
検
定

①
試
験
…
A
G
６
月
13
日
豸
、
準

２
・
４
級
は
午
前
９
時
か
ら
、
２
・

３
級
は
午
後
１
時
か
ら
■
D
中
央
市

民
会
館
第
７
・
８
会
議
室
■
H
２
級

３
９
０
０
円
、
準
２
級
３
４
０
０
円
、

３
級
２
３
０
０
円
、
４
級
１
３
０
０

円
■
E
５
月
８
日
貍
ま
た
は
15
日
貍

の
午
後
１
時
〜
２
時
に
費
用
を
添
え

て
中
央
市
民
会
館
５
階
会
議
室
へ

②
勉
強
会
…
A
G
５
月
23
日
豸
、
30

日
豸
、
６
月
６
日
豸
。
全
３
回
。

３
・
４
級
は
午
後
１
時
か
ら
、
２
・

準
２
級
は
午
後
３
時
か
ら
■
D
中
央

市
民
会
館
小
会
議
室
■
H
１
２
０
０

円
■
B
越
谷
英
検
事
務
局
・
小
林
蕁

９
７
２
＝
１
３
８
６

参
加
参
加
す
る
す
る 

参
加
す
る 

A
５
月
12
日
貉
〜
６
月
３
日
貅
、
午

前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分
（
金
曜
日

は
午
後
８
時
ま
で
。
月
曜
休
館
）
■

D
県
立
近
代
美
術
館
（
北
浦
和
駅
西

口
下
車
徒
歩
３
分
）
■
G
日
本
画
･

洋
画
（
版
画
を
含
む
）
・
彫
刻
・
工

芸
・
書
（
篆
刻

て
ん
こ
く

・
刻
字
を
含
む
）
・

写
真
の
６
部
門
の
入
選
作
品
、
招
待

作
品
な
ど
約
２
０
０
０
点
を
展
示
■

H
無
料
■
B
埼
玉
県
生
涯
学
習
課
蕁

０
４
８
＝
８
３
０
＝
６
９
２
１

第
５４
回

埼
玉
県
美
術
展
覧
会

５月26日貉～30日豸
午前９時～午後４時
（29日、30日は５時まで）
第１体育館
色とりどりのさつきの展
示、植木の相談コーナー
ほか

学
　
ぶ
　
ぶ 

学
　
ぶ 

（日時）

（場所）
（内容）

＊一般公募は５月24日豺、
午後１時～６時に第１体
育館で受け付けます

B越谷市観光協会
蕁９６６－６１１１
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A
５
月
９
日
豸
。
①
午
前
11
時
か

ら
、
②
午
後
２
時
か
ら
（
雨
天
決

行
）
■
D
サ
ン
シ
テ
ィ
広
場
■
H

無
料
■
B
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
蕁
９
８
５
＝
１
１
３
１

仮
面
ラ
イ
ダ
ー 

ブ
レ
イ
ド
シ
ョ
ー

サ
ン
シ
テ
ィ
広
場
イ
ベ
ン
ト 

▼
第
18
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
越
谷
場

所
・
出
場
者
募
集

A
５
月
29
日
貍
、
午
前
８
時
45
分

受
付
開
始
■
D
西
体
育
館
、
出
羽

公
園
越
谷
市
相
撲
場
■
F
小
学
１

年
〜
６
年
生
の
男
女
■
H
無
料
■

E
５
月
15
日
貍
に
行
う
事
前
説
明

会
ま
た
は
当
日
会
場
で
受
付
（
申

込
み
用
紙
は
市
内
の
小
学
校
に
あ

り
ま
す
）。
越
谷
市
教
育
委
員
会
共

催
。
詳
し
く
は
左
記
へ
■
B
譖
越

谷
青
年
会
議
所
わ
ん
ぱ
く
相
撲
事

務
局
蕁
９
６
６
＝
０
７
８
９

▼
越
谷
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
寄
席

A
５
月
28
日
貊
、
午
後
６
時
開
演

■
D
中
央
市
民
会
館
■
G
出
演
は

青
空
う
れ
し
・
春
日
三
球
ほ
か
■

H
３
０
０
０
円
。
越
谷
市
社
会
福

祉
協
議
会
後
援
■
B
爆
笑
球
団
ワ

ン
ダ
ラ
ー
ズ
・
水
谷
蕁
９
６
４
＝

０
８
６
９

▼
２
０
０
４
倫
理
文
化
講
演
会

A
５
月
16
日
豸
、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
20
分
■
D
サ
ン
シ
テ
ィ
小

ホ
ー
ル
■
G
テ
ー
マ
は
家
庭
が
変

わ
る
―
今
、
見
つ
め
な
お
す
時
―

■
H
１
０
０
０
円
。
越
谷
市
教
育

委
員
会
ほ
か
後
援
■
B
譖
倫
理
研

究
所
彩
葛
準
支
所
・
蛯
沢
蕁
９
８

７
＝
１
２
２
３

▼
越
谷
北
病
院
・
看
護
の
日
の
イ

ベ
ン
ト

A
５
月
11
日
貂
、
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
■
D
越
谷
北
病
院
１
階
ロ

ビ
ー
■
G
介
護
・
介
助
実
践
指
導
、

介
護
費
用
等
の
相
談
ほ
か
■
H
無

料
■
B
杉
本
蕁
９
７
９
＝
２
０
０
０

▼
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
お
く
る
運

動
に
ご
協
力
を

A
D
５
月
23
日
豸
。
飯
島
自
治
会

館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
、
出

羽
・
蒲
生
・
桜
井
地
区
セ
ン
タ
ー

（
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）、
柳
田

自
治
会
館
（
午
後
１
時
〜
３
時
）、

増
林
地
区
セ
ン
タ
ー
（
午
後
１
時

〜
４
時
）
■
H
毛
布
１
枚
に
対
す

る
輸
送
費
（
１
枚
９
７
０
円
）
に

も
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
■
B
越

谷
・
吉
川
・
松
伏
明
る
い
社
会
づ

く
り
運
動
協
議
会
・
ア
フ
リ
カ
へ

毛
布
を
お
く
る
運
動
推
進
委
員
会

蕁
９
７
７
＝
９
３
３
９

▼
講
演
会
「
お
い
し
い
本
の
選
び

方
」
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
４
「
物
語
の
す

き
間
に
あ
そ
ぶ
」

A
６
月
８
日
貂
、
午
前
10
時
開
演

■
D
中
央
市
民
会
館
５
階
会
議
室

■
G
講
師
は
子
ど
も
の
本
専
門
店

店
主
の
増
田
喜
昭
さ
ん
■
F
成
人

１
３
０
人
■
H
１
５
０
０
円
。
２

歳
以
上
の
保
育
あ
り
（
10
人
。
申

込
み
順
、
１
人
７
０
０
円
）
■
E

事
前
に
左
記
へ
。
越
谷
市
教
育
委

員
会
後
援
■
B
こ
の
ゆ
び
と
〜
ま

れ
・
駒
田
蕁
９
６
２
＝
７
９
８
１

▼
埼
玉
県
立
大
学
一
般
公
開
講
座

①
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
（
前
期
）

…
A
５
月
29
日
貍
、
30
日
豸
（
全

２
回
）、
午
後
１
時
〜
４
時
■
F
パ

ソ
コ
ン
に
触
れ
る
の
は
初
め
て
の

方
80
人
（
抽
せ
ん
）
■
H
１
０
０

０
円
　
②
ワ
ー
ド
・
は
じ
め
の

一
歩
（
前
期
）
…
A
６
月
12
日
貍
、

13
日
豸
（
同
内
容
）、
午
後
１
時
〜

４
時
■
F
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

が
で
き
る
方
各
回
46
人
（
抽
せ
ん
）

■
H
５
０
０
円
　
③
21
世
紀
の
臓

器
移
植
と
再
生
医
療
…
A
６
月
11

日
貊
、
午
後
２
時
〜
４
時
■
G
臓

器
移
植
、
再
生
医
療
の
是
非
や
倫

理
面
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
の
お

話
し
■
F
１
０
０
人
（
抽
せ
ん
）

■
H
無
料
■
D
い
ず
れ
も
埼
玉
県

立
大
学
■
E
①
は
５
月
19
日
貉
、

②
は
６
月
２
日
貉
、
③
は
６
月
３

日
貅
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
講
座

名
（
②
は
希
望
日
を
明
記
）
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
電
話

番
号
を
記
入
し
左
記
へ
■
B
埼
玉

県
立
大
学
（
蕷
343
＝
８
５
４
０
三

野
宮
８
２
０
）
蕁
９
７
３
＝
４
１

１
４

募
集
し
ま
す

▼
も
み
じ
会(

大
正
琴)

A
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
、
午
前

10
時
〜
正
午
■
D
蒲
生
交
流
館

■
H
入
会
金
３
０
０
０
円
、
月
会

費
３
０
０
０
円
（
最
初
の
１
カ
月

は
無
料
）
■
B
井
上
蕁
９
８
８
＝

６
３
２
８

▼
話
し
方
教
室
い
ず
み
の
会

A
毎
週
水
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正

午
■
D
越
ヶ
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

（
第
１
・
３
）
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ

ー
（
第
２
・
４
）
■
G
あ
が
る
原

因
と
解
決
方
法
な
ど
■
H
入
会
金

１
０
０
０
円
、
月
会
費
２
５
０
０

円
■
B
高
梨
蕁
９
７
５
＝
２
０
７

３
（
午
後
４
時
〜
10
時
）

▼
女
声
合
唱
団
「
文
教
」

A
毎
週
土
曜
日
、
午
前
10
時
30
分

〜
正
午
■
D
文
教
大
学
■
G
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
歌
の
練
習
な
ど
■
F
女

性
■
H
入
会
金
１
０
０
０
円
、
月

会
費
３
５
０
０
円
■
B
笹
原
蕁
９

６
４
＝
４
７
７
１

▼
桜
南
剣
友
会(

剣
道)

A
G
毎
週
火
曜
・
土
曜
日
、
午
後

６
時
〜
７
時
（
基
本
ク
ラ
ス
）、
午

後
６
時
30
分
〜
９
時
20
分
（
基
本

ク
ラ
ス
以
外
）
■
D
桜
井
南
小
体

育
館
■
H
入
会
金
２
０
０
０
円
、

月
会
費
２
０
０
０
円
（
兄
弟
割
引

あ
り
）
■
B
田
島
蕁
９
７
６
＝
７

１
２
２

▼
越
谷
宮
城
県
人
会

A
年
に
５
回
程
度
（
日
曜
日
）
■

F
市
内
在
住
の
宮
城
県
出
身
者
■

H
入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会
費

３
０
０
０
円
■
B
千
葉
蕁
９
８

７
＝
０
２
６
５

▼
蒲
生
古
典
講
座
・
源
氏
物
語
を

終
ま
で
読
む
会

A
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
、
午
後

２
時
〜
４
時
■
D
サ
ン
シ
テ
ィ
会

議
室
■
F
成
人
■
H
月
会
費
２
０

０
０
円
■
B
廣
田
蕁
９
６
５
＝
３

１
１
３

▼
花
み
ず
き(

シ
ニ
ア
の
た
め
の

ピ
ア
ノ)

A
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
、
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

■
D
北
部
市
民
会
館
■
F
ピ
ア
ノ

初
心
者
の
方
（
楽
器
が
な
く
て
も

可
）
■
H
月
会
費
３
０
０
０
円

（
そ
の
他
教
材
費
等
が
必
要
）
■
B

佐
々
木
蕁
９
６
４
＝
８
４
３
６

▼
Ｗ
ｉ
ｌ
ｌ(

絵
画)

A
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
、
午
前

10
時
〜
正
午
■
D
中
央
市
民
会
館

工
作
・
工
芸
室
■
H
入
会
金
２
０

０
０
円
、
月
会
費
４
５
０
０
円

■
B
平
川
蕁
９
６
３
＝
１
６
９
９

▼
プ
ル
メ
リ
ア
・
ウ
ク
レ
レ
ク
ラ

ブ(

ハ
ワ
イ
ア
ン
音
楽)

A
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
、
午
前

９
時
〜
正
午
■
D
南
越
谷
地
区
セ

ン
タ
ー
■
H
月
会
費
２
５
０
０
円

■
B
井
上
蕁
９
８
７
＝
５
７
０
３

▼
新
方
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

A
毎
週
水
曜
日
、
午
前
９
時
30
分

〜
正
午
■
D
北
体
育
館
■
F
成
人

女
性
■
H
入
会
金
５
０
０
円
、
月

会
費
１
５
０
０
円
■
B
佐
藤
蕁
９

７
７
＝
９
０
０
１

▼
モ
ラ
手
芸
の
会

A
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
、
午
前

10
時
〜
正
午
■
D
中
央
市
民
会
館

■
H
入
会
金
２
０
０
０
円
、
月
会

費
３
５
０
０
円
■
B
吉
田
蕁
９
３

１
＝
０
３
３
１

▼
成
身
会

じ
ょ
う
じ
ん
ね

拳
法
大
袋
支
部

A
F
毎
週
火
曜
・
金
曜
日
、
午
後

７
時
30
分
〜
９
時
（
小
学
生
は
８

時
30
分
ま
で
）
■
D
大
袋
東
小
体

育
館
■
H
入
会
金
２
０
０
０
円
、

月
会
費
小
学
生
（
２
５
０
０
円
）、

中
〜
大
学
生
（
３
０
０
０
円
）、
一

般
（
３
５
０
０
円
）
■
B
田
村
蕁

０
９
０
＝
４
９
１
７
＝
７
４
９
８

▼
越
谷
桜
南
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団

A
毎
週
土
曜
日
、
午
前
９
時
〜
正

午
■
D
桜
井
南
小
校
庭
■
F
市
内

在
住
の
小
学
生
■
H
月
会
費
１
２

５
０
円
■
B
月
岡
蕁
９
７
８
＝
３

０
５
３

▼
ペ
ン
ク
ラ
ブ
歩(

ペ
ン
字)

A
毎
月
第
１
・
３
・
４
水
曜
日
、

午
前
10
時
〜
正
午
■
D
越
谷
駅
周

辺
の
会
議
室
■
H
月
会
費
３
０
０

０
円
■
B
榎
本
蕁
９
６
２
＝
２
５

６
１

▼
大
相
模
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

A
F
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
。

午
前
９
時
10
分
〜
11
時
（
年
長
〜
小

学
２
年
生
）、午
前
11
時
〜
午
後
１
時

（
小
学
３
年
〜
６
年
生
）
■
D
大
相

模
小
校
庭
■
H
月
会
費
２
０
０
０

円
■
B
石
塚
蕁
９
８
５
＝
６
９
３

３お
い
で
く
だ
さ
い

▼
か
ん
た
ん
布
手
芸
体
験

A
５
月
８
日
貍
、
22
日
貍
、
午
後

１
時
〜
３
時
（
全
２
回
）
■
D
桜

井
地
区
セ
ン
タ
ー
■
G
小
銭
入
れ

作
り
■
H
５
０
０
円
■
C
裁
縫
道

具
、
筆
記
用
具
■
E
B
ニ
ー
ド
ル

（
刺
し
ゅ
う
＆
布
手
芸
）
・
斉
藤
蕁

９
６
３
＝
０
６
７
９

▼
越
谷
市
婦
人
卓
球
連
盟
・
第
33

回
家
庭
婦
人
オ
ー
プ
ン
大
会

A
７
月
15
日
貅
、
午
前
９
時
か
ら

■
D
総
合
体
育
館
■
H
８
０
０
円

■
E
６
月
14
日
豺
ま
で
に
左
記
へ

■
B
田
中
蕁
９
８
７
＝
４
６
１
０

▼
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
習
会

A
５
月
21
日
、
６
月
４
日
、
18
日

の
金
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分
■
D
中
央
市
民
会
館
■
G

ポ
ー
チ
、
バ
ッ
ク
作
り
■
H
１
回

１
５
０
０
円
（
材
料
費
別
途
）
■

E
事
前
に
左
記
へ
■
B
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
レ
ッ
ス
ン
・
島
田
蕁
９
８

６
＝
１
３
６
９

▼
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習

会
A
６
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

の
金
曜
日
、午
後
１
時
〜
３
時
（
全

４
回
）
■
D
第
１
体
育
館
■
H
８

０
０
円
■
C
運
動
の
で
き
る
服
装

■
B
越
谷
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ

ブ
・
野
島
蕁
９
８
５
＝
３
７
１
０

▼
越
谷
女
声
合
唱
団
演
奏
会

A
６
月
６
日
豸
、
午
後
２
時
30
分

開
演
■
D
川
口
リ
リ
ア
ホ
ー
ル
■

F
小
学
生
以
上
の
方
■
H
前
売
券

１
２
０
０
円
、
当
日
券
１
５
０
０

円
■
E
B
梁
川
蕁
９
８
５
＝
１
３

９
０

▼
越
谷
美
術
協
会
会
員
作
品
展

A
５
月
19
日
貉
〜
23
日
豸
、
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
（
23
日
は
５
時

ま
で
）
■
D
中
央
市
民
会
館
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
■
G
油
絵
・
水
彩

画
・
日
本
画
・
パ
ス
テ
ル
な
ど
■

H
無
料
■
B
瀬
戸
口
蕁
９
６
５
＝

４
３
１
５

▼
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
１
日
無
料
体

験
A
５
月
20
日
貅
、
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
■
D
新
方
地
区
セ
ン
タ
ー

■
G
く
ま
の
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
を

描
き
ま
す
■
F
16
人
■
H
１
２
０

０
円
■
E
５
月
12
日
貅
ま
で
に
左

記
へ
■
B
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
サ
ー

ク
ル
え
の
ぐ
ば
こ
・
石
井
蕁
９
７

７
＝
０
７
５
２

▼
春
の
川
柳
大
会(

句
会)

A
５
月
20
日
貅
、
午
後
１
時
〜
１

時
50
分
（
受
付
）、
午
後
３
時
か
ら

（
披
講
）
■
G
宿
題
は
「
逆
」「
調
」、

選
者
は
藤
あ
か
ね
さ
ん
、
古
田
美よ

し

雄お

さ
ん
■
D
中
央
市
民
会
館
第

２
・
３
会
議
室
■
H
１
０
０
０
円

■
B
越
谷
市
川
柳
連
盟
・
荻
原
蕁

９
６
６
＝
６
８
６
４
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広報こしがやお知らせ版　平成16年（2004年）５月号　　８

I…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せ　粗大ごみ（１辺50襤以上）収集は蕁963-5
ご

3
み

00
ゼロゼロ

へ

保健センター 
蕷343-0022
東大沢1-12-1

　978-3511

● 

対
象
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る

方
。
特
に
記
載
が
な
い
場
合
の
会
場

は
保
健
セ
ン
タ
ー
、費
用
は
無
料
、問

合
せ
・
申
込
み
は
電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
へ（
申
込
み
順
）。な
る
べ
く
公

共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事前に各医療機関に電話連絡 
のうえ、受診してください 

休日当番医 

５月２日 

５月16日 

６月６日 

５月３日 

５月23日 

５月30日 

５月４日 

５月５日 

５月９日 

蜴一番ヶ瀬医院蕁976-8111 

　平方１９７３-１／小・内 
蜴市川胃腸科外科病院 

　蕁965-7100 
　東越谷７-３-２／胃・外 
蜷前原歯科医院蕁990-6088 

　南越谷４-１６-９／歯・小歯・矯
　歯・歯口 
 
 
蜴遠藤クリニック蕁978-1781 

　千間台東１-９-１／内・小・リ
　ハ 
蜴新越谷病院蕁964-2211 

　元柳田町６-４５／内 
蜷間瀬歯科医院蕁985-7231 

　南越谷５-２-２０／歯・小歯・　
矯歯 
 
 
蜴越谷ふれあいクリニック 

　蕁960-5380 
　赤山町６-５-１７／小・内・胃・
　皮・形 
蜴越谷市立病院蕁965-2221 
　東越谷１０-４７-１／内・小・外
　・脳・産 
蜷渡辺歯科医院蕁986-9148 

　南越谷４-１９-１２／歯・小歯 
 
 
蜴しらみず産婦人科クリニック 

　蕁976-3541 
　上間久里１０５０／産婦・小 
蜴トミタ診療所蕁985-5828 

　蒲生西町２-１７-９／小・ア・皮
　・内 
蜷ふじた歯科医院蕁986-6480 

　南越谷４-２１-１３／歯・小歯・
　矯歯 

 
 
 
蜴加藤医院蕁985-1626 

　南越谷４-５-３／内・小 
蜴大沢医院蕁978-3210 
　大房１０３９-１／内 
蜷浅沼歯科医院蕁988-8241 

　蒲生旭町７-２／歯・小歯 
 
 
蜴山口整形外科蕁977-0123 

　袋山１３６１-８／整 
蜴越谷誠和病院蕁966-2711 

　谷中町４-２５-５／内・外 
蜷松田歯科医院蕁988-7210 

　蒲生旭町１１-１／歯・矯歯 
 
 
蜴岩井内科医院蕁962-3736 

　瓦曽根３-４-２２／内・小 
蜴坂下耳鼻咽喉科医院 

　蕁966-8123 
　赤山町１-５３／耳 
蜷山里歯科クリニック 

　蕁988-6487 
　蒲生３-３-４６／歯・小歯 
 
 
蜴登坂耳鼻咽喉科医院 

　蕁962-7119 
　越ヶ谷１-１５-１／耳 
蜴慶和病院蕁978-0033 

　千間台西２-１２-８／内・外 
蜷マツナガ歯科医院蕁989-0008 

　蒲生茜町２-１４／歯・小歯・
　矯歯 
 
 
蜴越谷西口皮膚科医院 

　蕁964-3549 
　赤山町６-２-８／皮 
蜴坂本クリニック蕁976-1274 

　千間台東１-１９-２／耳 
蜷タカハシ歯科医院蕁989-1817 

　蒲生茜町１２-７／歯・小歯・
　矯歯 

教
室
・
講
座

●
糖
尿
病
予
防
教
室
（
８
カ
月
コ
ー

ス
）

A
５
月
〜
12
月
。
初
回
は
５
月
24
日

豺
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
　
G
医

師
講
演
、
栄
養
士
講
話
、
栄
養
実
習
、

個
別
相
談
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
■

F
市
内
在
住
で
、
次
の
①
〜
③
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
40
人
。
①
空
腹

時
血
糖
値
１
１
０
㎎
／
dl
以
上
の
方
、

②
随
時
血
糖
１
４
０
㎎
／
dl
以
上
の

方
、
③
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
Ｃ
５
・

５
以
上
の
方
。
治
療
中
の
方
は
ご
相

相
談

●
歯
科
健
診
・
相
談

A
５
月
26
日
貉
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
　
D
ゆ
り
の
き
荘
　
G
歯
科
健

診
・
相
談
。
治
療
は
行
い
ま
せ
ん
■

F
60
歳
以
上
の
方
20
人

お
知
ら
せ

●
越
谷
市
健
康
づ
く
り
行
動
計
画

「
い
き
い
き
越
谷
２１
」

平
成
16
年
度
の
重
点
事
項
は
歯
科

保
健
で
す
。「
い
き
い
き
越
谷
21
」
で

は
３
歳
児
１
人
当
た
り
の
虫
歯
を
１

本
未
満
、
虫
歯
の
な
い
子
の
割
合
を

80
謾
以
上
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。

●
サ
ン
シ
テ
ィ
献
血
ル
ー
ム
（
蕁
０

１
２
０
＝
１
３
７
＝
３
７
９
）
で
は
、

毎
日
献
血
が
で
き
ま
す
。
全
血
は
午

前
10
時
〜
午
後
１
時
、
午
後
２
時
〜

５
時
30
分
、
成
分
献
血
は
午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分
、
午
後
２
時
〜
４

時
30
分
で
す
。

予
防
接
種
・
検
診

●
ポ
リ
オ
集
団
予
防
接
種

A
５
月
６
日
貅
・
７
日
貊
・
12
日

貉
・
14
日
貊
・
19
日
貉
・
20
日
貅
・

24
日
豺
・
26
日
貉
・
31
日
豺
・
６
月

１
日
貂
・
２
日
貉
、
午
後
１
時
15
分

〜
２
時
15
分
受
付
。
詳
し
く
は
保
健

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い

●
在
宅
訪
問
歯
科
健
康
診
査

G
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

歯
科
健
診
・
相
談
。
お
宅
に
訪
問
し
、

歯
や
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
方
法
を

指
導
し
ま
す
。
治
療
は
行
い
ま
せ
ん

■
F
身
体
が
不
自
由
で
歯
科
医
院
へ

行
く
こ
と
が
困
難
な
方

●
成
人
歯
科
健
康
診
査

A
５
月
１
日
貍
〜
17
年
２
月
15
日
貂

■
D
市
内
実
施
医
療
機
関
（
保
健
カ

レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

G

の相談コーナー 
越谷市薬剤師会 

蜴５月の相談日 

11日貂・25日貂 
午後１時～３時 

蜴保健センター２階 

３歳児の歯科保健状況 

１.１８ 

１.１０ １.０９ 

７３.０ 

H１３ H１４ 

１.１７ 

H１５ 
１.００ ６８.０ 

７３.０ 

本 ％ 

１.０６ 

６９.５ 

７３.８ 

１人当たりの虫歯の本数 
虫歯のない子の割合 

近
年
の
３
歳
児
歯
科
保
健
は
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。
15
年
度
は
、
前

年
度
と
比
べ
虫
歯
の
な
い
子
の
割
合

は
増
え
ま
し
た
が
、
虫
歯
の
あ
る
子

は
本
数
が
増
え
て
い
ま
す
。
虫
歯
に

な
ら
な
い
よ
う
、
な
っ
た
ら
早
く
治

す
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
歯
科
健
康
フ
ェ
ア
の
表
彰
対
象
者

を
募
集
し
ま
す

F
▽
歯
の
健
康
家
族
表
彰
…
同
居
家

族
の
３
人
の
歯
が
健
康
な
方
で
、
当

表
彰
経
験
の
な
い
方
　
▽
８
０
２
０

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
…
自
分
の
歯

が
20
本
以
上
あ
る
80
歳
以
上
の
方
。

自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
い
ず
れ

も
歯
科
健
康
診
査
を
受
け
て
い
た
だ

き
ま
す
。
詳
し
く
は
応
募
後
相
談
■

E
い
ず
れ
も
５
月
20
日
貅
ま
で

●
第
９
回
歯
科
健
康
フ
ェ
ア

A
６
月
６
日
豸
、
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
　
G
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
歯

周
病
検
査
、
う
蝕
活
動
試
験
、
ク
イ

ズ
ラ
リ
―
、
お
子
様
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ

ン
ト
、
使
用
済
み
歯
ブ
ラ
シ
交
換
、

Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
で
口
腔
内
撮
影
、
歯

と
食
生
活
（
展
示
と
試
食
）、
口
臭
測

定
、
咬
合
圧

こ
う
ご
う
あ
つ

測
定
、
歯
科
技
工
物
展

示
、
児
童
生
徒
の
図
画
ポ
ス
タ
ー
と

標
語
展
示
、
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
、
講
演
会
「
歯
の
健

康
、
体
の
健
康
」（
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
）、
歯
科
健
康
診
査
、
フ
ッ
素
塗

布
（
３
６
０
人
）

E
フ
ッ
素
塗
布

は
、
午
前
実
施
分
は
当
日
午
前
10
時

か
ら
、
午
後
実
施
分
は
当
日
午
後
０

時
30
分
か
ら
整
理
券
（
時
間
指
定
の

も
の
。
申
込
み
順
）
を
お
配
り
し
ま

す

歯
周
病
等
の
健
康
診
査
（
治
療
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）

F
16
年
度
に
40

歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60
歳
・

65
歳
・
70
歳
に
な
る
方
（
対
象
者
に

は
受
診
券
を
郵
送
し
ま
す
）

H
５

０
０
円
　
E
事
前
に
医
療
機
関
へ
の

予
約
が
必
要
で
す
。
市
民
税
非
課
税

世
帯
・
生
活
保
護
世
帯
の
方
（
事
前

に
手
続
き
が
必
要
）、
17
年
度
に
70
歳

に
な
る
方
は
無
料
で
す

談
く
だ
さ
い
　
E
５
月
６
日
貅
か
ら

●
糖
尿
病
予
防
教
室
公
開
講
座

A
５
月
31
日
豺
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
　
G
医
師
講
演
「
糖
尿
病
の
予

防
と
基
礎
知
識
」

F
市
内
在
住
の

方
20
人
　
E
５
月
６
日
貅
か
ら

●
健
康
増
進
総
合
講
座
「
市
民
健
康

大
学
」
〜
健
康
づ
く
り
の
主
役
は

あ
な
た
で
す
〜

A
５
月
21
日
貊
〜
７
月
23
日
貊
、
主

に
午
前
中
。
全
10
回
　
G
健
康
づ
く

り
・
運
動
・
栄
養
に
関
す
る
講
義
と

実
習
、
施
設
見
学
等
　
F
40
人
　
H

施
設
見
学
日
の
昼
食
代

●
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座
〜
健
康

づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜

A
▽
基
礎
講
座
…
市
民
健
康
大
学
と

同
じ
（
施
設
見
学
を
除
く
）。
▽
専
門

講
座
…
９
月
３
日
貊
〜
17
日
貊
。
全

３
回
　
G
専
門
講
座
は
食
生
活
・
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
組
織
の
講
義
と
実
習
■

F
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
し
て
活
動
す
る

意
欲
の
あ
る
方
20
人
　
H
栄
養
実
習

材
料
費
５
０
０
円
　

●
ハ
ッ
ピ
ー
シ
ニ
ア
養
成
講
座
〜
転

倒
予
防
教
室
〜

A
５
月
25
日
貂
・
６
月
１
日
貂
・
８

日
貂
・
15
日
貂
・
22
日
貂
・
29
日

貂
・
７
月
７
日
貉
・
13
日
貂
・
20
日

貂
・
27
日
貂
・
８
月
３
日
貂
・
６
日

貊
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
（
５
月

25
日
・
６
月
１
日
・
７
月
13
日
は
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
）。
全
12
回
　
D

桜
井
地
区
セ
ン
タ
ー
　
G
講
義
、
体

力
測
定
、
運
動
実
習
等
　
F
市
内
在

住
の
60
〜
70
歳
代
の
方
30
人
。
運
動

制
限
の
な
い
方
、
市
主
催
の
健
康
体

操
教
室
や
転
倒
予
防
教
室
に
未
参
加

の
方
優
先
　
E
５
月
18
日
貂
、
午
前

10
時
に
直
接
桜
井
地
区
セ
ン
タ
ー
へ

（
電
話
不
可
）。
申
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん
　
B
桜
井
地
区
セ
ン
タ

ー
・
保
健
師
蕁
９
７
０
＝
７
６
０
０

●
健
康
体
操
教
室

A
D
F
下
表
の
と
お
り
（
運
動
制
限

の
あ
る
方
は
除
く
）

G
体
力
測
定
、

ダ
ン
ベ
ル
体
操
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

健
康
体
操
等
　
E
本
人
が
直
接
各
会

健康体操教室日程 

＊実施期間は５月～１７年３月（８月～１０月を除く） 
＊定員を超えた場合は抽選。定員に満たなかった場合は、 
申込日の翌日から直接または電話で体育課（蕁９６３－９２８４）へ 
＊複数会場および前年度健康体操教室参加者の申込みはご遠慮ください 

会　場 対象 曜日 時　間 申込日 

桜井地区センター 

総合体育館 

南体育館 

埼玉県立大学 

４０人 

５０人 

２０人 

５０人 

月 

火 

水 

金 

１３：３０～１５：００ 

９：３０～１１：００ 

９：３０～１１：００ 

９：３０～１１：００ 

５/１０豺１３：３０ 

５/１１貂 ９：３０ 

５/１２貉 ９：３０ 

５/１４貊 ９：３０ 

ブラッシング指導

場
へ
（
電
話
不
可
）
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白
内
障
と
い
う
病
気
は
皆
さ
ん

よ
く
耳
に
す
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
白
内
障
に
つ
い
て
た
だ
漠

然
と
お
年
寄
り
の
病
気
で
、
簡
単

な
手
術
を
す
れ
ば
治
る
と
考
え
て

は
い
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
逆
に
目

の
手
術
は
失
明
の
危
険
性
が
あ

り
、
怖
い
か
ら
で
き
る
限
り
見
え

な
く
な
る
ま
で
待
っ
て
受
け
れ
ば

よ
い
と
考
え
て
い
る
人
も
い
る
で

し
ょ
う
。
あ
る
意
味
で
は
い
ず
れ

も
正
し
い
の
で
す
。

〈
白
内
障
と
は
〉

眼
球
内
の
水
晶
体
が
濁
っ
て
き

て
外
か
ら
入
っ
て
く
る
光
が
遮
ら

れ
、
見
え
に
く
く
な
る
病
気
を
白

内
障
と
呼
び
ま
す
。

〈
白
内
障
に
よ
る
症
状
〉

白
内
障
が
進
行
す
る
と
ま
ぶ
し

さ
と
、
薄
い
膜
が
か
か
っ
た
よ
う

な
見
え
方
を
訴
え
ま
す
。
特
に
明

る
い
と
こ
ろ
で
ま
ぶ
し
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
昼
盲
と
呼
ば
れ
ま
す
。

ま
た
近
視
が
進
行
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

〈
も
し
白
内
障
と
診
断
さ
れ
た
ら
手

術
の
時
期
は
？
〉

一
般
的
に
白
内
障
は
、
視
力
障

害
な
ど
が
進
行
し
、
日
常
生
活
に

支
障
を
来
す
よ
う
に
な
っ
た
と
き

に
手
術
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

し
か
し
、
白
内
障
が
進
行
す
る
と

緑
内
障
を
併
発
す
る
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
、
水
晶
体
が
固
く
な
る
ま
で

放
置
す
る
と
手
術
の
結
果
に
影
響

が
出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

眼
科
医
と
よ
く
相
談
の
う
え
、
い

つ
手
術
に
踏
み
切
っ
た
ら
よ
い
か

考
え
る
の
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。

〈
白
内
障
手
術
は
安
全
か
〉

ど
ん
な
手
術
で
も
１
０
０
謾
成

功
し
、
１
０
０
謾
満
足
す
る
と
い

う
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
現
在

は
白
内
障
手
術
の
器
械
が
著
し
く

改
善
さ
れ
、
さ
ら
に
眼
内
レ
ン
ズ

を
目
の
中
に
挿
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
20
年
前
と
は
比
較
に
な
ら
な

い
ほ
ど
安
全
に
短
時
間
で
満
足
の

い
く
手
術
が
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
点
で
は
輊
手
術
は

簡
単
に
な
っ
た
か
ら
早
く
し
た
ほ

う
が
よ
い
軫
と
言
え
ま
す
。
し
か

390

よ
く
あ
る
目
の
病
気
｜
白
内
障 

越谷市医師会 
石川眼科 

蕁966-4123 
石川　隆 

消費生活センター 
蕷343-8501
越ヶ谷4-1-1

　965-8886

● 

越
谷
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

蕁
９
６
４
＝
１
２
６
６

越
谷
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

蕁
９
６
４
＝
１
２
６
６

越
谷
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

蕁
９
６
４
＝
１
２
６
６

越
谷
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

蕁
９
６
４
＝
１
２
６
６

越
谷
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

蕁
９
６
４
＝
１
２
６
６

越
谷
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

蕁
９
６
４
＝
１
２
６
６

越
谷
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

蕁
９
６
４
＝
１
２
６
６

越
谷
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

蕁
９
６
４
＝
１
２
６
６

越
谷
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

蕁
９
６
４
＝
１
２
６
６

越
谷
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

蕁
９
６
４
＝
１
２
６
６

越
谷
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

蕁
９
６
４
＝
１
２
６
６

越
谷
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

蕁
９
６
４
＝
１
２
６
６

越
谷
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

蕁
９
６
４
＝
１
２
６
６

越
谷
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

蕁
９
６
４
＝
１
２
６
６

越
谷
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

蕁
９
６
４
＝
１
２
６
６

越
谷
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

蕁
９
６
４
＝
１
２
６
６

越
谷
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

蕁
９
６
４
＝
１
２
６
６

し
、
い
ま
だ
に
１
０
０
０
〜
２
０

０
０
件
に
１
件
は
、
感
染
症
を
起

こ
し
失
明
に
至
る
こ
と
さ
え
あ
る

の
で
す
。

ま
た
、
人
に
よ
っ
て
は
合
併
症

を
起
こ
し
や
す
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
瞳
の
開
き
が
悪
い

人
、
白
内
障
が
進
行
し
て
水
晶
体

が
非
常
に
固
い
人
な
ど
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
簡
単
だ
か
ら
と
言
う

だ
け
で
安
易
な
気
持
ち
で
受
け
る

の
も
問
題
な
の
で
す
。
十
分
に
納

得
の
い
く
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン

セ
ン
ト
を
受
け
た
う
え
、
安
心
し

て
手
術
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

●
消
費
者
月
間
記
念
講
演
会

A
５
月
15
日
貍
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
35
分
　
D
中
央
市
民
会
館
第
13

〜
17
会
議
室
　
G
５
月
は
消
費
者
月

間
で
す
。
記
念
事
業
と
し
て
講
談
師

に
よ
る
講
演
と
啓
発
落
語
を
開
催
し

ま
す
。
▽
講
演
…
「
自
分
を
磨
く
暮

ら
し
方
」。
講
師
は
講
談
師
で
声
優
の

一
龍
斎

い
ち
り
ゅ
う
さ
い

貞
友

て
い
ゆ
う

さ
ん
■
▽
啓
発
落
語
…

「
う
め
さ
ん
危
機
一
髪
！
」。
講
師
は

消
費
生
活
専
門
相
談
員
の
浜
遊
亭

は
ま
ゆ
う
て
い

美
波

み
な
み

さ
ん
　
F
２
０
０
人
　
E
電
話

で
左
記
へ
　
B
市
民
生
活
課
蕁
９
６

３
＝
９
１
５
６

●
は
か
り
の
定
期
検
査

A
D
５
月
24
日
豺
…
越
谷
市
農
業

協
同
組
合
大
袋
支
店
、
25
日
貂
…
越

谷
市
農
業
協
同
組
合
本
店
（
赤
山
町

１
丁
目
）、
26
日
貉
〜
28
日
貊
…
科
学

技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
。
い
ず
れ
も
午

前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

■
F
16
年
度
は
西
地
区
（
左
図
の
と

お
り
。
袋
山
は
東
側
を
含
む
全
域
。

大
林
・
大
房
・
大
里
・
上
間
久
里
・

下
間
久
里
を
除
く
）
の
ひ
ょ
う
量
２

消防署からのお知らせ
◆「油断は禁物！こんろからの火災」
毎年発生する建物火災の原因のひとつに、こんろからの出火があ

ります。これらのほとんどは、火の消し忘れ、使用方法の誤り、調
理中の着衣着火などによるものです。
火災を起こさないために、次の点に注意しましょう。

○点火、消火をするときは必ず確認する
○使用中はその場を離れない。離れるときは必ず火を消す
○グリルや換気扇などはこまめに清掃する
○こんろの周りに燃えやすい物を置かない
○袖口の広い服や起毛した服などを着て火
を使わない
天ぷら油の使用中に火災になったときに、

水をかけると、火が大きくなったり、油が
飛び散ったりして大変危険です。慌てずに
消火器やエアゾール式の簡易消火具などで
火を消し、ガスの元栓を閉めましょう。
J消防本部予防課蕁974－0103

５
０
誅
誥
以
下
の
機
械
式
の
は
か
り

（
電
気
式
は
か
り
、
ひ
ょ
う
量
が
２
５

０
誅
誥
を
超
え
る
も
の
は
別
途
巡
回

で
行
い
ま
す
）

B
市
民
生
活
課
蕁

９
６
３
＝
９
１
５
６

●
リ
ユ
ー
ス
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

A
５
月
22
日
貍
、
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分
　
D
サ
ン
シ
テ
ィ
前

広
場
。
店
舗
数
は
40

G
ご
み
の
減

量
と
生
活
用
品
の
再
利
用
を
目
的
に

開
く
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

●
５
月
２２
日
貍
に
開
催
予
定
の
リ
ユ

ー
ス
フ
ェ
ア
出
店
者
を
募
集
し
ま

す
A
５
月
14
日
貊
、
午
後
７
時
か
ら
受

付
。
７
時
30
分
か
ら
抽
せ
ん
・
説
明

会
を
行
い
ま
す
　
D
中
央
市
民
会
館

第
17
〜
18
会
議
室
　
H
１
店
舗
３
０

０
円
　
F
市
内
在
住
の
成
人
。
募
集

店
舗
数
は
40
。
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ

プ
関
係
者
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

●
消
費
生
活
相
談
事
例
「
依
然
と
し

て
深
刻
な
ヤ
ミ
金
融
被
害
」

昨
年
、
貸
金
業
法
お
よ
び
出
資
法

●
国
民
生
活
基
礎
調
査
を
行
い
ま
す

厚
生
労
働
省
で
は
、
全
国
で
無
作

為
抽
出
し
た
５
２
８
０
地
区
（
う
ち

市
内
は
４
地
区
）
で
国
民
生
活
基
礎

調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
日
は
６
日
10
日
貅
で
す
。
調

査
員
が
地
区
内
の
世
帯
を
訪
問
し
て

実
施
し
ま
す
。
準
備
調
査
の
た
め
、

調
査
日
前
に
調
査
員
が
地
区
内
を
訪

問
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

５
〜
６
月
は
不
正
大
麻
・
け
し
撲

滅
運
動
の
実
施
期
間
で
す
。

大
麻
や
け
し
に
よ
る
犯
罪
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
大
麻
や
輊
植
え
て
悪

い
け
し
軫
を
発
見
し
た
ら
、
直
ち
に

保
健
所
ま
た
は
越
谷
警
察
署
（
蕁
９

６
４
＝
０
１
１
０
）
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

５
月
３１
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す

健
康
増
進
法
施
行
か
ら
１
年
。
喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う

〈
問
合
せ
〉

保
健
セ
ン
タ
ー
蕁
９
７
８
＝
３
５
１
１

東
武
伊
勢
崎
線 

JR武蔵野線 

東
地
区 

西
地
区 

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ヤ
ミ
金
融
対
策

が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ヤ

ミ
金
融
業
者
は
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

の
発
送
や
新
聞
等
に
広
告
を
掲
載
す

る
な
ど
の
方
法
で
顧
客
を
勧
誘
し
、

そ
の
手
口
も
巧
妙
化
し
て
い
る
た
め

多
額
の
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ヤ
ミ
金
融
の
利
用
に
よ
る
思
わ
ぬ
落

と
し
穴
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
相
談
事
例
〉

お
金
が
必
要
で
貸
金
業
者
か
ら
１

万
円
借
り
た
。
と
こ
ろ
が
、
返
済
日

に
１
万
３
０
０
０
円
を
返
せ
な
か
っ

た
。
返
済
日
を
過
ぎ
る
と
、
返
済
額

が
１
日
１
万
円
ず
つ
増
え
て
い
く
と

業
者
に
言
わ
れ
た
。
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
。

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉

▽
ヤ
ミ
金
融
は
絶
対
利
用
し
な
い
…

ヤ
ミ
金
融
は
そ
れ
自
体
が
違
法
な
犯

罪
行
為
で
す
。
ヤ
ミ
金
融
の
利
用
は

や
め
ま
し
ょ
う

▽
登
録
業
者
で
あ
る
か
確
か
め
る
…

貸
金
業
は
貸
金
業
規
制
法
に
基
づ
き

国
か
都
道
府
県
の
登
録
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
無
登
録
で
貸
金

業
を
営
む
業
者
を
ヤ
ミ
金
融
業
者
と

呼
び
ま
す

▽
高
金
利
で
な
い
か
確
か
め
る
…
上

限
金
利
（
年
29
・
９
謾
）
を
超
え
る

貸
し
付
け
は
出
資
法
違
反
で
す
。
登

録
業
者
で
も
、
法
律
に
違
反
す
る
貸

し
付
け
や
悪
質
な
取
り
立
て
を
行
う

業
者
も
ヤ
ミ
金
融
業
者
と
呼
び
ま
す
。

広
告
で
は
低
利
を
か
た
る
業
者
も
い

ま
す

▽
ヤ
ミ
金
融
を
利
用
し
た
場
合
…
脅

迫
ま
が
い
の
取
り
立
て
に
は
毅
然
と

し
た
態
度
で
対
処
し
ま
し
ょ
う
。県
で

は
ヤ
ミ
金
融
被
害
対
策
弁
護
団
を
設

立
し
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。ま
た
、脅
迫
ま
が
い
の
請
求
や
常

識
的
に
迷
惑
な
時
間（
深
夜
や
早
朝
）

に
何
度
も
電
話
が
あ
っ
た
場
合
な
ど

は
、
警
察
に
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
お
金
の
借
り
入
れ
は
慎
重
に
…
お

金
は
自
分
で
返
済
で
き
る
範
囲
で
借

り
ま
し
ょ
う

一龍斎貞友さん



30
分
■
▽
ふ
れ
あ
い
体
操
…
A
①
６

月
３
日
貅
・
②
４
日
貊
■
D
①
は
子

育
て
サ
ロ
ン
、
②
は
花
田
学
童
保
育

室
■
G
手
遊
び
、
工
作
、
絵
本
等
■

F
６
カ
月
〜
１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
各
回
10
組
■
C
乳
酸
菌
飲

料
の
空
容
器
２
個
■
H
50
円
■
▽
愛

ら
し
い
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
作
り
…
A

６
月
10
日
貅
■
D
子
育
て
サ
ロ
ン
■

G
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
ド
で
編
む
マ

マ
の
手
芸
講
座
■
F
０
歳
〜
４
歳
の

お
子
さ
ん
が
い
る
保
護
者
８
組
■
▽

親
子
で
楽
し
む
邇
…
A
６
月
11
日
貊

■
D
花
田
学
童
保
育
室
■
G
リ
ズ
ム

体
操
、
わ
ら
べ
う
た
、
腕
時
計
の
親

子
工
作
■
F
２
歳
〜
３
歳
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者
10
組
■
H
50
円
■
▽
英

語
で
遊
ぼ
う
■
Ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｙ
■
Ｓ
ｅ

ａ
ｓ
ｏ
ｎ
■
Ｆ
ｕ
ｎ
！
…
A
６
月
17

日
貅
■
D
子
育
て
サ
ロ
ン
■
G
英
語

で
ご
あ
い
さ
つ
、
カ
エ
ル
の
お
面
作

り
な
ど
■
F
２
歳
〜
４
歳
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者
10
組
■
H
１
０
０
円
■

▽
マ
マ
と
い
っ
し
ょ
に
邇
…
A
６

月
18
日
貊
■
D
花
田
学
童
保
育
室
■

G
体
操
、
わ
ら
べ
う
た
、
風
車
の
工

作
等
■
F
１
歳
６
カ
月
〜
２
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
10
組
■
C
ハ

ン
カ
チ
（
タ
オ
ル
地
で
な
い
も
の
）、

バ
ス
タ
オ
ル
■
▽
赤
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ

う
邇
…
A
６
月
24
日
貅
■
D
子
育
て

サ
ロ
ン
■
G
リ
ズ
ム
体
操
、
わ
ら
べ

う
た
、
か
ん
た
ん
工
作
■
F
１
歳
６

カ
月
〜
２
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
10
組
■
H
50
円

広報こしがやお知らせ版　平成16年（2004年）５月号　　10

●
印
の
講
座
は
■
往
復
は
が
き

に
講
座
名
・
実
施
日
・
住
所
・
親
子
の

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
子
ど
も
の
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、５
月
14
日

貊（
消
印
有
効
）ま
で
に
子
育
て
サ
ロ

ン
へ
。１
人
１
講
座
の
み
で
市
内
在

住
の
方
。応
募
多
数
の
場
合
は
抽
せ

ん
。結
果
は
必
ず
ご
連
絡
し
ま
す
。

申

I…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せ　子育て電話相談は蕁960-5600（毎週水曜日、午前10時～午後3時）

＊
５
月
の
休
館
日
…
６
日
貅
・
10

■
日
豺
･
17
日
豺
･
24
日
豺
・
31
日
豺

▽
わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば
…
A
６
月
19
日

貍
、
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
■
D
花
田
学
童
保
育
室
■
G
親
子

で
楽
し
め
る
催
し
も
の
を
行
い
ま
す

■
F
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

10
組
■
▽
乳
幼
児
の
子
育
て
を
楽
し

も
う
…
A
６
月
26
日
貍
、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
■
D
子
育
て
サ
ロ

ン
■
G
乳
幼
児
の
発
達
の
特
色
・
親

子
の
か
か
わ
り
方
な
ど
楽
し
い
お
話

が
聞
け
ま
す
■
F
就
学
前
の
お
子
さ

ん
と
両
親
５
組

●
子
育
て
講
座

A
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

三
郷
市
（
２
行
）

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ

A
６
月
６
日
豸
、
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
■
D
勤
労
者
体
育
館
・
青

少
年
ホ
ー
ム
■
B
三
郷
市
生
涯
学

習
課
蕁
９
５
３
＝
１
１
１
１

草
加
市
（
２
行
）

消
費
生
活
展
「
や
っ
て
ま
す

か
？
く
ら
し
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
」

〜
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め

よ
う
〜

A
６
月
５
日
貍
、
午
後
０
時
30
分

〜
４
時
。
６
日
豸
、
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
■
D
勤
労
福
祉
会
館

（
新
田
駅
西
口
下
車
徒
歩
７
分
）
■

G
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
（
５
日
、
午
後
１
時
〜
２
時
）、

記
念
講
演
会
（
５
日
、
午
後
２
時

〜
４
時
）、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

古
着
・
古
布
回
収
、手
焼
き
せ
ん
べ

い
の
実
演
・
即
売
な
ど
■
B
勤
労

福
祉
会
館
蕁
９
４
１
＝
６
１
１
１

八
潮
市
（
２
行
）

楽
習
館
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

A
６
月
６
日
豸
、
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
（
雨
天
の
場
合
は
13
日
豸
）

■
D
や
し
お
生
涯
楽
習
館
駐
車
場

■
G
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
75
区
画

と
模
擬
店
■
B
や
し
お
生
涯
楽
習

館
蕁
９
９
４
＝
１
０
０
０

吉
川
市
（
２
行
）

さ
つ
き
・
花
し
ょ
う
ぶ
展

A
５
月
22
日
貍
、
午
後
１
時
〜
９

時
。
23
日
豸
、
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
■
D
吉
川
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
お
あ
し
す
■
G
吉
川
市
の
花

「
さ
つ
き
」
と
特
産
品
「
花
し
ょ
う

ぶ
」
の
展
覧
会
■
B
吉
川
市
商
工

課
蕁
９
８
２
＝
９
４
７
６

松
伏
町
（
２
行
）

芥
川
也
寸
志
メ
モ
リ
ア
ル
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ニ
ッ
ポ
ニ
カ

■
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
２

０
０
４

A
６
月
13
日
豸
、
午
後
２
時
開
演

■
D
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
■

G
曲
目
は
、
弦
楽
の
た
め
の
三
楽

章
ト
リ
プ
テ
ィ
ー
ク
ほ
か
■
H
大

人
３
０
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１

５
０
０
円
（
全
席
指
定
）。
未
就
学

児
の
入
場
は
お
断
り
し
ま
す
■
B

譛
松
伏
町
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
蕁

９
９
２
＝
１
０
０
１

●
子
育
て
講
座

●
親
子
講
座

市
内
で
初
め
て
幼
稚
園
と
保
育
園

を
一
体
化
し
た
施
設
「
わ
か
ば
の
森

保
育
園
」
が
、
県
の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
開
園
し
ま
し
た
。
保
育
所
待
機

児
童
の
解
消
と
地
域
の
子
育
て
支
援

の
拠
点
と
な
る
こ
の
「
幼
保
一
体
施

設
」
は
、
大
袋
わ
か
ば
幼
稚
園
内
の

既
存
の
別
棟
（
木
造
２
階
建
て
、
延

べ
床
面
積
１
２
０
平
方
誡
）
を
改
修

し
た
も
の
で
、
市
内
で
２
つ
の
幼
稚

園
を
運
営
す
る
学
校
法
人
が
運
営
し

て
い
ま
す
。

対
象
児
童
は
、
保
育
の
必
要
性
が

高
く
入
園
要
望
の
多
い
１
歳
〜
２
歳

児
20
人
で
す
。
埼
玉
県
の
認
可
に
よ

る
小
規
模
保
育
所
の
た
め
、
児
童
福

祉
施
設
最
低
基
準
に
沿
っ
た
適
正
な

保
育
所
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
児
と
の
異
年
齢
交
流
な
ど
私

立
保
育
園
の
特
色
を
生
か
し
た
保
育

◎
父
親
サ
ロ
ン

A
５
月
１
日
貍
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
■
D
子
育
て
サ
ロ
ン
■
G
日
ご

ろ
子
ど
も
と
遊
ぶ
時
間
の
少
な
い
パ

パ
大
集
合
邇
■
F
０
歳
〜
就
学
前
の

お
子
さ
ん
と
保
護
者
10
組
■
E
当
日
、

直
接
会
場
へ

◎
マ
タ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

A
５
月
18
日
貂
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
■
D
子
育
て
サ
ロ
ン
■
G
出
産

を
迎
え
る
マ
マ
た
ち
の
交
流
■
F
初

産
を
控
え
た
方
10
人
■
E
当
日
、
直

接
会
場
へ

A
５
月
22
日
貍
、
午
前
10
時
〜
11
時

■
D
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
増
林
保
育
所
内
）
■
G
「
０
歳
児
の

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
」。
講
師
は
坂
本

雅
子
さ
ん
■
F
０
歳
児
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
10
組
■
H
無
料
■
E
５
月

14
日
貊
ま
で
に
往
復
は
が
き
（
消
印

有
効
）
に
住
所
・
親
子
の
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）
・
子
ど
も
の
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入
し
左
記
へ
。
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
せ
ん
。
結
果
は
ご
連
絡

し
ま
す
■
B
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
蕷
343
＝
０
０
２
３
東
越
谷
８

の
１
８
０
増
林
保
育
所
内
）
蕁
９
６

０
＝
５
８
０
０

を
行
っ
て
い
ま
す
。

B
保
育
課
蕁
９
６
４
＝
９
１
６
７

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
子
育
て
講
座

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
の

申
請
と
現
況
届
に
つ
い
て

以
前
に
所
得
制
限
で
該
当
し
な
か

っ
た
方
や
年
度
途
中
に
厚
生
年
金
等

に
加
入
し
た
方
で
も
、
対
象
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
手
当
の
支
給
は
、

申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
で
す
。

扶養親族数 

0人 
1人 
2人 
3人以上 

児童手当 
（国民年金加入の方など） 

309万円 
347万円 
385万円 

特例給付 
（厚生年金等加入の方） 

468万円 
506万円 
544万円 

児童手当所得制限限度額予定表（平成16年度）

（所得額には政令控除8万円を含む） 
＊給与所得者の所得とは給与所得控除後の金額です 
＊医療費控除等を受けたときは総所得額より差し引きます 
＊特例給付は厚生年金による拠出金により成り立っているため、所得
制限限度額が異なります 

扶養数1人増すごとに38万円加算 

児
童
扶
養
手
当
…
父
母
が
離
婚
、
父

が
死
亡
ま
た
は
父
に
一
定
の
障
害
が

あ
る
子
を
養
育
す
る
方
が
対
象
で
す

〈
手
当
額
〉

児
童
１
人
…
月
額
４
万

１
８
８
０
円
〜
９
８
８
０
円
（
10
円

き
ざ
み
の
額
）

〈
手
当
加
算
額
〉

第
２
子
目
…
５
０

０
０
円
。
第
３
子
目
以
降
…
１
人
３

０
０
０
円

特
別
児
童
扶
養
手
当
…
精
神
ま
た
は

身
体
に
一
定
の
障
害
の
あ
る
お
子
さ

ん
を
養
育
す
る
方
が
対
象
で
す

〈
手
当
額
〉

１
級
…
月
額
５
万
９
０

０
円
。
２
級
…
月
額
３
万
３
９
０
０

円
。
い
ず
れ
も
１
人
当
た
り

B
児
童
福
祉
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
６

６

子
育
て
に
つ
い
て
不
安
な
こ
と

や
困
っ
て
い
る
こ
と
、
お
子
さ
ん

の
発
育
や
遊
び
方
な
ど
を
気
軽
に

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
子
ど

も
家
庭
相
談
員
が
無
料
で
対
応
し

ま
す
。
開
催
日
に
直
接
会
場
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
（
先
着
10
組
）。

〈
会
場
・
日
程
〉

▽
蒲
生
地
区
セ

ン
タ
ー
…
毎
月
第
２
木
曜
日
、
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
　
▽
桜
井
地

区
セ
ン
タ
ー
…
毎
月
第
４
金
曜
日
、

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

B
児
童
福
祉
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

６
６

◎
マ
タ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

4
月
1
日
、
幼
保
一
体
施
設

日
、
幼
保
一
体
施
設
 

「
わ
か
ば
の
森
保
育
園

「
わ
か
ば
の
森
保
育
園
」が
開
園
し
ま
し
た

が
開
園
し
ま
し
た
 

4
月
1
日
、
幼
保
一
体
施
設
 

「
わ
か
ば
の
森
保
育
園
」が
開
園
し
ま
し
た

地
域
子
育
て
相
談
を
開
設
し
ま
す

地
域
子
育
て
相
談
を
開
設
し
ま
す
 

地
域
子
育
て
相
談
を
開
設
し
ま
す

地
域
子
育
て
相
談
を
開
設
し
ま
す
 

地
域
子
育
て
相
談
を
開
設
し
ま
す
 

４
月
か
ら

児
童
扶
養
手
当
お
よ
び

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

幼稚園のおにいさんおねえさんといっしょ

◎
父
親
サ
ロ
ン

ま
た
、
受
給
中
の
方
は
、
６
月
に

郵
送
し
ま
す
現
況
届
書
を
期
限
内
に

ご
提
出
く
だ
さ
い
。
養
育
状
況
な
ど

を
確
認
し
ま
す
。

〈
支
給
対
象
〉
■
義
務
教
育
就
学
前
の

児
童
を
養
育
し
、
所
得
が
一
定
未
満

（
所
得
制
限
）
の
方

〈
手
当
額
〉
■
第
１
・
２
子
目
…
月
額

５
０
０
０
円
、
第
３
子
目
以
降
…
月

額
１
万
円

＊
支
給
対
象
年
齢
を
小
学
３
年
生
修

了
ま
で
拡
大
す
る
法
律
案
が
成
立

し
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

B
児
童
福
祉
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
６

６
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I…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せI…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せ子育て電話相談は蕁960-5600（毎週水曜日、午前10時～午後3時）

CHILD CORNER

こども 　　　 コーナー こども 　　　 コーナー 

校 学 学 校 

じまん じまん 

なら林 

学校紹介 

旧４年 

野手　咲芳さん 

西方小学校 

旧５年 

中村和香奈さん 

旧３年 

生沼　彩さん 

地元の高校生と記念撮影 

こども 
ニュース 

す こ や か さ ん  
こんにちは 

問広報広聴課広報担当 
蕁963-9117

す こ や か さ ん  
 

▲酒井琉貴ちゃん、瑠奈ちゃん 

（H15.6.11、H12.12.15 七左町） 

 

▲本田拓大ちゃん 

（H14.8.20 宮本町） 

ほんだ  たくと かわぐち ち な つ  そめい  
 

▲染井日記ちゃん 

（H14.12.1 瓦曽根） 

28　大袋東小 

 

・自然をいつでも感
じることができる
なら林 

おいぬま 

さきほ 

「ワーイ！みんな集まれ！ 
ひまわりで遊ぼう」 

生沼　彩 

よしだ なつき ゆうき さかい りゅうき る な  に っ き  
 

▲河口千夏ちゃん 

（H15.8.8 北越谷） 

 

▲吉田夏稀ちゃん、優樹ちゃん 

（H12.5.8、H9.3.2 東大沢） 

　
こ
の
大
袋
東
小
学
校
の
じ
ま
ん
は
、

な
ら
林
で
す
。
今
、
地
球
で
は
ど
ん
ど

ん
自
然
が
減
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
こ
の

学
校
の
な
ら
林
は
30
年
前
か
ら
緑
い
っ

ぱ
い
の
ま
ま
だ
そ
う
で
す
。 

　
な
ら
林
の
よ
う
な
自
然
を
い
つ
で
も

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
と
て
も

す
て
き
で
す
。
目
を
閉
じ
て
、
耳
を
す

ま
し
て
み
る
と
、
都
会
で
は
聞
こ
え
な

い
よ
う
な
音
が
耳
に
そ
っ
と
入
っ
て
き

ま
す
。 

　
気
を
つ
け
て
よ
く
見
て
み
る
と
、
い

ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
あ
ら
ゆ
る
場
所
で

生
活
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ビ
オ
ト

ー
プ
の
中
だ
っ
た
り
、
落
ち
葉
の
か
げ

だ
っ
た
り
し
ま
す
。 

　
み
ん
な
を
い
や
し
て
く
れ
る
な
ら
林
を
、

私
達
は
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
き
た
い

で
す
。 

 

＊
次
回
は
平
方
中
で
す 

▲
紹
介
し
て
く
れ
た
旧
５
年
生
の
林
志
保
さ
ん 

応募のしかた 

　５月15日（消印有効）までに

はがきに答え・住所・氏名（ふ

りがな）・性別・学校名・学年・

広報を読んだ感想などを書いて、

蕷343-8501越谷市役所「広報

こしがやこどもクイズ」係まで。

正解者の中から10人（抽せん）

のお友達に記念品をおくります。

当せん者の発表は、記念品の発

送をもってかえさせていただき

ます。 

応募できる人 

市内に住んでいる小・中学生 

 

 ４月号（381回）のこたえ  

２（応募37通　正解37通） 

第382回もんだい 

今回も算数の問題

だよ。下の計算式を完

成させるには、□になにが入

るかな。数字で答えてね。 

心
で
学
ん
だ
福
祉 

野
手
　
咲
芳 

　
「
障
害
者
と
ふ
れ
あ
お
う
〜
伝

え
よ
う
私
た
ち
の
心
〜
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
中
で
、
私
は
聴
覚
障
害

グ
ル
ー
プ
を
選
び
ま
し
た
。
そ
し

て
、
班
で
は
「
手
話
を
使
っ
て
耳

の
不
自
由
な
人
と
友
達
に
な
り
た

い
」
と
決
め
て
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。 

　
う
ま
れ
た
時
か
ら
障
害
を
持
っ

て
し
ま
っ
た
人
、
途
中
事
故
や
病

気
で
障
害
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
人

が
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
障
害
を
バ
ネ
に
し
て

生
き
て
い
る
方
々
が
、
た
く
さ
ん

い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
私
達
と
同
じ
よ

う
に
生
活
し
て
い
け
る

み
な
さ
ん
は
、
「
と
て

も
す
て
き
な
心
の
人
だ

な
ぁ
」
と
思
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
そ
の
分
「
か
わ

い
そ
う
ね
」
と
言
わ
れ

る
の
は
い
や
な
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

　
半
年
間
の
活
動
を
終
え
て
、
全

体
的
な
テ
ー
マ
「
伝
え
よ
う
私
た

ち
の
心
」
を
ふ
り
返
り
ま
し
た
。

手
話
は
、
知
っ
て
い
る
と
と
て
も

役
に
立
ち
ま
す
。
知
ら
な
く
て
も

身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
も
伝
わ
り
ま
す
。

表
情
も
大
切
で
す
。
で
も
一
番
大

切
な
の
は
「
心
」
「
気
持
ち
」
で

す
。
心
を
持
っ
て
相
手
の
方
と
ふ

れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
す

て
き
な
の
で
は
な
い
か
と
気
づ
き

ま
し
た
。 

　
「
福
祉
」
の
調
べ
学
習
を
通
し

て
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
「
心
」

を
持
っ
て
せ
っ
し
て
い
く
こ
と
が
、

み
ん
な
の
「
幸
せ
」
に
つ
な
が
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
「
心
で
心
を

変
え
て
い
く
」
生
活
が
で
き
る
と

い
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

＊
次
回
は
鷺
後
小
で
す 

中
学
生
使
節
団
15
人
が 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
心
の
交
流 

　
３
月
27
日
か
ら
12
日
間
、
第
15

回
越
谷
市
中
学
生
使
節
団
が
姉
妹

都
市
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
を

訪
問
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
業
は
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ

ウ
ン
市
民
の
方
と
の
交
流
を
目
的

に
平
成
３
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
生
徒
た
ち
は
、
家
族
の
１
人
と

し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

家
庭
で
過
ご
し
、
そ
の
生

活
の
中
か
ら
文
化
の
違
い

を
実
感
。
さ
ら
に
、
植
物

園
や
博
物
館
な
ど
で
自
然

や
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
地
元
の
高
校
や

養
護
学
校
で
は
、
河
口
恭

吾
の
「
桜
」
や
歌
詞
を
ア

レ
ン
ジ
し
た
「
カ
ン
ト
リ

ー
ロ
ー
ド
」
、
「
ロ
ッ
ク
・

ソ
ー
ラ
ン
節
」
を
発
表
し
、

た
く
さ
ん
の
方
の
拍
手
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

1000÷100－10×□＝0
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大豆油インクを使用しています 
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各種相談 *相談はすべて無料です 

古紙配合率100％の再生紙を 
使用しています 

市民 
 
 
 
 
 
 
 
 
法律（予約制） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
税務 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
行政 
 
 
 
行政書士 
 
 
 
 
 
登記 
 
 
 
 
不動産 
 
 
 
消費生活 
 
 
 
 
女性 
 
 
 
 
 
人権 
 
 
人権 
 
 
内職 
 
 
 
労働 
 
 
 
ワークプラザこしがや 
 
 
 
 
 
経営 
 
 
 
金融 
 
 
 
教育 
 
 
 
 
家庭児童 

増
林
保
育
所
が 

第
三
者
評
価
機
関
の 

評
価
を
受
け
ま
し
た 

（
仮
称
）越
谷
公
共
職
業
安
定
所
な
ど
が
 

設
置
さ
れ
ま
す
 

（
仮
称
）越
谷
公
共
職
業
安
定
所
な
ど
が
 

設
置
さ
れ
ま
す
 

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し 

一般…月曜～金曜日（祝休日を除く）。午前９時～午後４時30分（正午～午
後１時を除く）。中央市民会館４階第１相談室。日常生活全般における

相続、債権、債務、離婚、賠償など、法律上の問題を含む民事関係や市政に関する
ことについて、市民相談員が相談に応じます。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
交通事故…毎週月曜・木曜日、第1・3火曜日（祝休日を除く）。午前９時～午後
４時30分（正午～午後１時を除く）。中央市民会館４階第1相談室。交通事故に
よる補償問題や手続きなどについて、交通事故担当の市民相談員が相談に応じ
ます。事前に市民生活課へご連絡ください。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 

一般…毎週水曜日（第１週は６日（木））。午後１時20分～４時20
分。中央市民会館４階第２相談室。予約は前日の火曜日（第１

週は６日（木）、午前９時から）、午後１時から電話で受け付け。定員８人。法律上
の諸問題について、弁護士が相談に応じます。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
夕刻…毎月第２火曜日（５月は11日）、午後４時～７時。中央市民会館４階第２
相談室。予約は前日の月曜日、午後１時から電話で受け付け。定員６人。法律
上の諸問題について、弁護士が相談に応じます。問合せ／市民生活課蕁963-
9156 
交通事故…毎月第３火曜日（５月は18日）。午後１時20分～４時20分。中央市
民会館４階第２相談室。予約は当日の午前９時から電話で受け付け。定員８人。
交通事故による補償問題、手続きなどについて、弁護士が相談に応じます。問
合せ／市民生活課蕁963-9156 
 

税理士…毎月第１月曜日（５月は10日）。午前10時～午後３時（正午～午
後１時を除く）。中央市民会館４階第２相談室。税金関係全般について、

関東信越税理士会越谷支部の税理士が相談に応じます。問合せ／市民生活課蕁
963-9156 
税務署…毎月第２火曜日（５月は11日）。午前10時～午後３時（正午～午後１時を
除く）。中央市民会館4階第2相談室。贈与、譲渡、相続等の国税について、越谷税
務署税務相談官が相談に応じます。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
越谷税理士会税務指導所…毎週月曜・木曜日。（祝休日を除く）午後１時～４時。
越谷税理士会税務指導所（赤山町3-3-4草島商店3階、越谷税務署前）。税金関係全
般について、関東信越税理士会越谷支部の税理士が相談に応じます。問合せ／
関東信越税理士会越谷支部蕁962-6131 
 

毎月第２金曜日（５月は14日）。午後１時～３時。新方・北越谷・大相
模・蒲生地区センター。国・県・市の行政上の諸問題について、行政相

談委員が相談に応じます。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 

毎月第１金曜日（５月は７日）。午前10時～午後３時（正午～午後１
時を除く）。中央市民会館４階第２相談室（電話不可）。相続、遺言、

遺産分割協議書、内容証明、契約、告訴、会社設立、営業許可、農地転用、開
発許可、金銭貸借に関する書類の作成・申請代理業務等について、埼玉県行政
書士会越谷支部の行政書士が相談に応じます。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 

毎月第１水曜日（５月は12日）。午前９時～正午。中央市民会館４階第２
相談室。登記、供託、分筆、表示など、法務局・裁判所に提出する書類

について、司法書士と土地家屋調査士が相談に応じます。問合せ／市民生活課
蕁963-9156 
 

毎月20日。午前10時～午後３時（正午～午後1時を除く）。埼玉県宅建協
会越谷支部（市役所駐車場隣）。不動産に関することについて、弁護士

と相談員が相談に応じます。問合せ／埼玉県宅建協会越谷支部蕁964-7611 
 

月曜～金曜日（祝休日を除く）。午前９時30分～午後３時30分（正午
～午後1時を除く）。中央市民会館4階消費生活センター。商品やサー

ビスの疑問や不審、訪問販売のトラブルなどについて、消費生活相談員が相談
に応じます。問合せ／消費生活センター蕁965-8886 
 

生き方・パートナー相談…毎週火曜・木曜・金曜日。午後１時～２時。
土曜・日曜日。午前10時～午後２時（正午～午後１時を除く）。／健康

相談…毎週水曜日。午後１時～７時。／DV（配偶者等からの暴力）相談…毎日（月
曜日・５月４日（休）・５日（祝）を除く）。午前９時～午後５時。いずれも電話
相談（面接は予約制）。問合せ／男女共同参画支援センター蕁970-7411 
 

毎月第3木曜日。午前10時～午後3時。中央市民会館5階第7会議室。人間
関係や人権問題について。問合せ／人権推進課蕁963-9119 

 
毎週月曜日（祝日を除く）。午前9時～午後4時。さいたま地方法務局越谷
支局。問合せ／さいたま地方法務局越谷支局総務課蕁966-1337 

 
毎週火曜・木曜日（祝日を除く）。午前10時～午後３時30分（受け付けは午
前10時～正午、午後１時～３時）。中央市民会館４階相談室。内職の相談、

あっせん、求人の相談について。問合せ／産業振興課労政係蕁964-2111 
 

（社会保険労務士）毎週金曜日（祝日を除く）。午後１時～４時。中央市
民会館４階相談室。賃金、労災、雇用、厚生年金などについて。問合せ

／産業振興課労政係蕁964-2111 
 

ハローワーク草加の出先機関です。月曜～金曜日（祝
日を除く）。求人情報自己検索…午前9時～午後4時

45分（昼休みも利用可）。紹介受付…午前９時～11時、午後１時～４時。一般の方・
パートの方・年齢の高い方への職業相談と紹介。パート求人受理。2階は雇用保険
受給者への早期就職支援センター。問合せ／ワークプラザこしがや蕁967-8609 
 

（中小企業診断士）5月10日（月）、19日（水）、6月2日（水）、16日（水）。午
前10時～午後４時。中央市民会館４階相談室。事業経営上の問題や経営

相談について（電話可）。問合せ／商業観光課商業係蕁963-9191 
 

５月12日（水）、６月９日（水）。午後１時～４時。中央市民会館４階相談
室。中小企業者のための金融に関する相談について。問合せ／商業観光

課蕁963-9191 
 

月曜～土曜日（祝日を除く）。午前９時30分～午後５時（電話相談は午
後９時まで）。越谷市教育相談所（東越谷3－10－7）。いじめ、不登校、

非行、発達相談等。対象は幼児～高校生。申込み・問合せ／越谷市教育相談所
蕁966-6833 
 

月曜～金曜日（祝日を除く）。午前9時～午後4時。中央市民会館4階相
談室（電話可）。しつけや習慣、不登校、いじめ、非行、家族関係など18

歳までの相談を行います。問合せ／児童福祉課児童福祉担当蕁964-2111

市 の 人 口  
平成16年４月１日現在 

人口 

世帯 

31万6466人 

12万2637世帯 

（前月比46人増） 

（前月比397世帯増） 

男 

女 

15万8959人 

15万7507人 

（前月比11人減） 

（前月比57人増） 

6：00～６：30、12：00～12：30 
16：00～16：30、19：00～19：30 
21：00～21：30

〈放送日〉 
■テレビ埼玉 
5月16日豸  ９：30～10：00
5月17日豺 11：00～11：30

■テプコケーブルテレビ 

5月24日豺～30日豸 

テレビ広報番組 

ご意見、ご感想を 
お寄せください。 

〈５月放送分の主な内容〉 
・市の組織と事務室の 
　配置の一部変更 
・下間久里の獅子舞 
　伝承410年記念大祭 
・蛇より（大相模地区） 

５
つ
の
獅
子

が
勢
ぞ
ろ
い 

伝
承
４
１
０

年
を
祝
う 

下
間
久
里
の
獅
子
舞
大
祭
 

日
本
の
春
を 

十
分
満
喫 

能
楽
堂
と
花

田
苑
を
見
学
 

パ
ラ
オ
大
統
領
が
来
市
 

　
４
月
10
日
か
ら
15
日
の
日
程

で
来
日
し
て
い
た
パ
ラ
オ
共
和

国
の
ト
ミ
ー
・
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ

大
統
領
が
、
４
月
11
日
、
市
内

に
あ
る
こ
し
が
や
能
楽
堂
と
花

田
苑
を
訪
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
、
午
前
中
に
越
ヶ
谷

久
伊
豆
神
社
の
行
事
に
参
加
し

た
大
統
領
は
、
午
後
に
能
楽
堂

に
到
着
。
板
川
市
長
を
は
じ
め

多
く
の
方
の
出
迎
え
を

受
け
ま
し
た
。
 

　
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に

続
き
、
茶
会
に
参
加
。

初
め
て
手
に
す
る
茶
せ

ん
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、

お
い
し
い
お
茶
を
た
て

ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
花
田
苑
で
は

見
ご
ろ
を
迎
え
た
枝
垂

れ
桜
を
前
に
日
本
語
で

「
さ
く
ら
」
の
歌
を
口

ず
さ
む
な
ど
日
本
の
春

を
満
喫
し
ま
し
た
。
 

歓迎セレモニーで記念品の交換 

おいしい食事を選手の皆さんに 

勇壮な舞いを披露 

国
体
選
手
を

お
も
て
な
し 

市
内
各
地 

区
で
開
催 

国
体
標
準
献
立
講
習
会
 

　
４
月
７
日
、
蒲
生
地
区
セ
ン

タ
ー
で
国
体
標
準
献
立
講
習
会

が
行
わ
れ
、
蒲
生
・
川
柳
・
大

相
模
地
区
の
代
表
24
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
、
市
内
16
カ
所
の
民

泊
施
設
で
選
手
・
監
督
の
皆
さ

ん
に
お
出
し
す
る
標
準
的
な
料

理
を
学
ぶ
た
め
に
開
か
れ
た
も

の
で
す
。
 

　
参
加
者
は
「
食
品
衛

生
」
や
県
が
作
成
し
た

「
標
準
献
立
（
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
や
衛
生
面
に

配
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー
）」

に
つ
い
て
の
講
義
を
受

け
た
あ
と
、
調
理
実
習

を
行
い
ま
し
た
。
　
　
 

　
こ
の
講
習
会
は
全
地

区
を
対
象
に
行
わ
れ
、

受
講
者
は
今
後
、
地
区

の
調
理
リ
ー
ダ
ー
と
な

っ
て
調
理
指
導
を
行
い

ま
す
。
 

問  広報広聴課広報担当蕁963－9117

＊番組は市のホームページ（アドレ
　スは１面に掲載）から動画のま
　ま見ることもできます 

……………………………………… 

　
市
内
下
間
久
里
で
受
け
継
が

れ
、
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
獅
子
舞
の
４

１
０
周
年
を
記
念
し
、
４
月
18

日
に
香
取
神
社
で
記
念
大
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
は
、
下
間
久
里
か
ら

伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
赤
沼
・

銚
子
口
（
春
日
部
市
）
・
中
野

（
庄
和
町
）
・
清
水
（
千
葉
県

野
田
市
）
の
各
獅
子
舞

も
初
め
て
一
同
に
会
し
、

そ
れ
ぞ
れ
勇
壮
な
舞
い

を
披
露
し
ま
し
た
。
 

　
下
間
久
里
の
獅
子
舞

は
文
禄
３
年
に
京
都
か

ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
、

毎
年
７
月
15
日
に
そ
ろ

い
の
衣
装
を
着
て
太
鼓

を
つ
け
た
太
夫
獅
子
、

中
獅
子
、
女
獅
子
の
３

頭
１
組
が
五
穀
豊
じ
ょ

う
を
祈
り
、
地
域
の
家
々

を
舞
っ
て
歩
き
ま
す
。
 




